
平成２８年 ３月 ７日

北上川下流河川事務所

震災から５年

復旧・復興はどこまで進んだのか

１．東日本大震災から５年間の取組

北上川下流河川事務所における災害復旧事業の進捗状況および復興に

向けた取組を「東日本大震災から５年間の取組」として取りまとめまし

た。

平成２３年３月１１日から５年を向かえようとしています。

東日本大震災により、管内の堤防など河川管理施設で多くの被害が生じました。

北上川下流河川事務所では、地震発生直後から河川管理施設の緊急復旧や、津波に

よる浸水地区の排水作業などを実施してきました。

現在も、甚大な被害を受けた鳴瀬川、北上川、旧北上川の河口部で河川管理施設の本

復旧、復興まちづくりと併せた堤防整備など、復興に向けた様々な取組を進めています。

資料名： 東日本大震災から５年間の取組

北上川下流河川事務所記者発表についてはホームページでご覧になれます。

ホームページアドレス【 http://www.thr.mlit.go.jp/karyuu/ 】

【記者発表会】石巻記者クラブ、古川記者クラブ

【問い合わせ先】

国土交通省 東北地方整備局 北上川下流河川事務所

宮城県石巻市蛇田字新下沼80 TEL 0225-95-0194（代表）

技術担当副所長 佐藤 正明 （内線２０５）
さ とう まさあき

調査第二課長 佐々木 浩幸 （内線３６１）
さ さ き ひろゆき

※ 内容が多岐にわたるため、個別の内容については確認をして折り返す場合があります。
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東日本大震災から5年間の取組の総括

～平成２８年３月



地域の交通基盤の整備

地域産業の復興

平成2７年5月末、被災した｢東名駅｣
｢野蒜駅｣を高台に移転し、

仙石線が全線開通

事業の進捗状況(H28.3末見込）

用地

堤防（約6.6km）

現在の鳴瀬川河口
（H28.02.12撮影）

東松島市提供

東松島市提供

民間の支援団体の協力を得て、津波
が押し寄せた水田を除塩し、豊かに
実った稲を収穫

80年以上の歴史がある東松島の名
産｢海苔｣の養殖作業が復活

東松島市提供

被災者の住宅の確保

H26年3月末、東松島市内初の災害公
営住宅となる市営小松南住宅の鍵引き
渡し式が行われる。

東松島市提供

平成27年8月、三陸自動車道の
｢石巻河南IC｣より南の4車線化が完了

東松島市提供

東松島市提供

復旧・復興の様子

（野蒜水門）
本体施工状況

H27.10

（浜市排水樋門）
本体施工状況

H27.8

 鳴瀬川河口部の堤防は、震災から５年で概ね完成を迎えることとなりました。

 このほか、地域復興の象徴的な仙石線の全線復旧や三陸自動車道の「石巻河南IC」までの

4車線化や復興・災害公営住宅の入居開始など、地域の暮らしを支える各種基盤整備も着

実に進んでいます。

 これらが、地域の復旧・復興へのはずみとなり、地域の特色を生かしたまちづくりの更な

る進展が期待されます。

平成25年3月、被災し
た松島基地に、町のシ
ンボル｢ブルーインパ
ルス｣が帰還

震災で亡くなった子供達
のために、3月11日～5
月5日まで掲揚する｢青い
鯉のぼり｣

浜市

立石

下沼

中谷地
中下 JR仙石線

東名運河

東松島市鳴瀬川

震災後の鳴瀬川河口
（H23.04.05撮影）

仙台河川国道事務所HP

鳴瀬川

H2６.1

（下沼地先）
堤防基礎の地盤改良

H2６.２

（浜市地先）
護岸施工状況

（中下地先）
堤防復旧状況

H2５.５



長面地区に陸地が戻る

 人々と自然が共生していた日本の原風景たるヨシ原やのどかな田園風景が広がる北上川河

口部の堤防整備は、工事の最盛期を迎えています。

 北上川河口部の復旧は、津波で壊滅的な被害を受け海水に覆われていた北上長面地区の復

旧とともに進んできました。長面地区は、北上川の堤防復旧及び宮城県の海岸堤防復旧と

農地復旧工事を進める中で、5年ぶりに陸地が復活しました。また、北上川周辺の他地域

においてもトマト栽培等の工場が整備・計画されるなど、地域産業も復活してきました。

 また、地盤沈下により約半分の面積が消失したヨシ原が少しずつ回復し始めたことや、震

災の環境変化でいなくなった動植物も戻り始めるなど、東日本大震災のインパクトから自

然環境も一歩ずつ回復してきています。

ヨシ原が再生しつつあり、子供達による
ヨシ刈り体験も実施している

原風景との共生

震災によって陸地を失った｢長面｣地区に、
５年ぶりに陸地が戻る

（針岡地区）
発災間もなくの緊急道路の確保

復旧・復興の様子

新たなプロジェクトの始動

次世代施設園芸拠点として、
木質バイオマスと地下水を活用し、

トマト、パプリカ等を栽培予定

地場産業の復活に向けて

名産｢長面カキ｣の復活に
向け、カキ養殖に全力投球

石巻市提供

現在の北上川河口
（H27.12.09撮影）

石巻市提供

回復してき
た砂州に水
鳥も多く飛
来

（月浜第二水門）
本体施工状況

（長面地区）
堤防基礎の地盤改良

（十三浜地区）
発災後の堤防緊急復旧

（釜谷地区）
ダンプによる盛土の大量搬入

震災後の北上川河口
（H23.04.05撮影）

北上川

H23.3

事業の進捗状況(H28.3末見込）

用地

堤防（約17.9km）

地域農業の再建に向けた
ｶﾝﾄﾘｰｴﾚﾍﾞ-ﾀｰの建設

H27.1 H27.11 H23.4 H28.2

H27.12

長面

針岡

十三浜

釜谷

橋浦

石巻市

北上川

石巻市提供



復旧・復興の様子

街のにぎわいの復興

 津波などの水災害から市民そして市街地を守る重要な防御線として、旧北上川の堤防整備を

推進しています。

 市街地の旧北上川沿いには、堤防がほとんど無かったため、新たに用地の取得を進め、用地

が確保できたところから堤防整備を進める方針として、平成２７年９月から本格的な堤防整

備に入りました。

 石巻市街地は、古くから川湊として街が発展した成り立ちもあり、旧北上川と市民とが深く

繋がっています。そのため堤防整備後も、その関係を活かしつつ、新たに水辺を活かした街

として発展するよう「旧北上川かわまちづくり」計画を石巻市と一緒に計画をつくり、堤防

整備を進めています。

 計画づくりの具体としては、行政や学識者と市民が互いに意見を交わしながら、市民の使い

勝手のよい水辺空間そして街の発展を描きながら、検討を進めています。

 安全でにぎわいのある水辺空間の創出を目指して、これからも堤防整備を推進していきます。

市民と川とを結ぶ
「かわまちづくり」の計画づくり

水辺空間のデザインについて、地域と
｢市民部会｣において議論

石巻市提供

石巻市提供

護岸の基礎石に、
地域の想いを書き込み、

復興の礎に

<川開き祭り>
震災後、中瀬での打ち上
げ花火や、震災前と変わ
らぬ市民による孫兵衛船
競争が復活

復興関連の土地区
画整備事業のまち
びらきイベントで、
楽しそうに遊ぶ子
供達

石巻市提供

（右岸中央地区）
鋼管杭施工状況

（左岸河口部）
堤防基礎の地盤改良

（盛土の本格着手）
いよいよ盛土工事に着手

国内有数の水揚げ量を
誇る｢石巻魚市場｣も全
面再開
朝のせりも活気がみな
ぎる

石巻市提供

事業の進捗状況(H28.3末見込）

用地

護岸（約18.1km）

導流堤・築堤（約1.2km）

旧北上川河口部のバーチャルリアリ
ティ（VR）を作成し、市民に分かり易
い説明ツールとして活用

堤防完成後をイメー
ジしながら、市民と
一緒に歩く｢かわまち
ウォーク｣を開催

５年ぶりに「北上川
フェア」が復活。多
くの市民が旧北上川
と人との繋がりを感
じた

人々が集う場として新たに
「橋通りCOMMON」が
誕生

震災により中断していた
｢孫兵衛船｣競漕が、平成
２６年から復活

震災直後の旧北上川河口
（H23.03.11撮影）

中瀬

石巻市
現在の旧北上川河口
（H28.02.12撮影）

八幡町日和山

旧北上川

石巻漁港

石巻市場

中央
住吉

湊町

旧北上川





１．河川災害の復旧状況

～平成２８年３月
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１．１ 全体計画

２



堤防計画の決定等に関するこれまでの経緯

平成23年12月末 河口部堤防高（案）の提示
(東北地方整備局)

堤防の考え方の説明
［平成23年11月頃］

平成23年7月 社会資本整備審議会・交通政策審議会交通体系分科会計画部会（国交省）緊急提言

堤防計画の説明
（土地立ち入り前）

［平成23年12月頃］

○堤防設計のための測量着手の報告、今後のスケジュールについて説明
※市が主催する説明会に同行、旧北上川沿川では、約1750名に説明

鳴瀬川沿川へは資料を郵送

○河口部の被災状況や応急対策を説明
○堤防計画については、津波・高潮・洪水等を考慮し設定することを説明
○浸水対策についてのアンケートも実施
※市が主催する復興計画の説明会に同行、石巻市で約1900名に説明

堤防高の説明
［平成24年1月～］

復興基盤連絡調整会議で関係機関に説明 （鳴瀬川沿川では市の説明会に同行し説明）

計画中の堤防設計について各町内会（各地区）単位で説明し、了解をいただく

大瓜井内、井内西部地区の説明会（旧北上川）浜市地区の説明会（鳴瀬川）北上総合支所での説明会（北上川）

護岸矢板工事の着手[平成25年1月～]

堤防計画
への合意

平成23年6月 「東北地方太平洋沖地震を教訓とした地震・津波対策に関する専門調査会」
中間とりまとめに伴う提言 (中央防災会議) ※最終報告は平成23年9月28日

平成23年9月 海岸堤防高さの公表(宮城県)

平成23年8月 河川津波対策検討会（国交省） 「河川への遡上津波対策に関する緊急提言」

測量図面をもとに設定した高さの堤防を設計

設計に必要となる測量や地質調査を実施

平成25年1月27日 旧北上川河口部護岸復旧事業の着工式

平成24年3月～ 河川整備学識者懇談会の開催
平成24年11月14日 河川整備基本方針の変更
平成24年11月20日 河川整備計画の策定・変更

用地幅杭の設置、
用地調査の実施

堤防計画（案）の説明

[旧北上川河口部の例]
○地区別の高さと敷幅の説明
［平成24年1月～3月］
○堤防の位置、横断形状の説明
［平成24年3月～4月］
○側道を含めた堤防計画の説明
［平成24年5月～8月］

これまでに説明会を約１４０回以
上開催し、延べ１，８００名以上
に説明 （平成２４年１月～１２月まで）

３



河口部の堤防計画

 河口部の河川堤防高は、海岸堤防高と整合を図りながら、洪水、高潮、津波（「施設
計画上の津波」）に対して必要とされる堤防高のうち最も高い堤防高を区間ごとに設定して
います。

 なお、「最大クラスの津波」に対しては、津波防災まちづくり等と一体となった総合的な被害
軽減対策を実施しながら、被害の軽減を図ります。

 また、上記の考え方に基づく堤防整備を位置づけた河川整備計画（北上川水系・鳴瀬川
水系）は、平成24年11月20日付で策定・変更されました。

・現行の海岸堤防計画(高潮計画)と同じ外力を対象とし、今次の地震に伴う海底地形の変化を反映する。
・高潮で設定される河川堤防高は、計画高潮位に波の打上げ高を加えた高さを基にして設定する。
・河口地点は海岸堤防高と同じ高さとし、地形地物により区切られる区間を考慮して現在の計画堤防高を

高くすることを基本に設定する。

・数十年から百数十年の頻度で発生している津波を対象とし、海岸堤防計画における津波と同じ「施設
計画上の津波」とする。

・河川における「施設計画上の津波水位」は、津波シミュレーションより求まる水位を基にして設定する。
・河川堤防の高さは、「施設計画上の津波水位」を包絡するようにして設定する。

※イメージ図
○旧北上川、鳴瀬川が該当

※イメージ図
○北上川が該当

高潮で堤防の高さが設定される場合の考え方

津波で堤防の高さが設定される場合の考え方

４



津波からまちを守る一線堤としての
河川堤防の整備

５

石巻市街地部における復興まちづくり概要図

東松島市復興まちづくり構想

河 川 堤 防
１次・２次防潮施設

１次・２次防潮施設

３次防潮施設

３次防潮施設



１．２ 個別計画

６



7.2m

7.2m

堤防整備延長 ： 約 5.2km
背割堤延長 ： 約 1.4km

全体延長 ： 約 6.6km

着手区間

完成区間

河口部堤防整備の状況〔鳴瀬川１〕

事業の進捗状況（Ｈ２８年３月末見込）

７

◆築堤護岸工事（延長ベース） ◆用地協議 契約率（取得面積ベース）

H26.3末

H25.3末

完成43% 着手85%

着手65%

H24.3末 着手15%

H27.3末 完成78%

契約71%

契約55%

H26.3末

H25.3末

H24.3末 未着手

契約80%H27.3末

H28.3末 契約100%
H28.3末 完成85% 着手100%

着手91%

鳴瀬川河口部事業スケジュール（堤防ができるまで）

１０～１２月 １～３月 ４～６月 ７～９月 １０～１２月 １～３月 ４～６月 ７～９月 １０～１２月 １～３月 ４～６月 ７～９月 １０～１２月 １～３月 ４～６月 ７～９月 １０～１２月 １～３月 ４～６月 ７～９月 １０～１２月 １～３月

1

2

3

4

5

6

7

8

（河川区域内工事）

9

平成２７年度平成２３年度

構造物

工事

補償内容の説明・契約

設計の説明

用地巾杭設置

用地の調査・算定

築堤護岸

平成２４年度 平成２８年度

築堤護岸

測量・地盤調査

堤防・構造物の設計

計画の説明
（土地立入了解）

堤防の計画

平成２５年度 平成２６年度
段 階

築堤設計 構造物及び堤防沈下箇所の設計

設計説明

用地調査・境界確認・補償金算定

復興まちづくり計画説明会

地震前の安全度まで堤防嵩上げ

設計承諾の地区より巾杭設置

巾杭設置箇所より用地調査

地元説明会

用地取得不要箇所を先行着手後、用地取得箇所から順次着手

用地契約完了後より工事着手

• 堤防計画について、H２４年３月に地元説明会を行い、地元了解を頂いています。
• H２４年１１月から順次用地交渉に着手しました。

• 鳴瀬川河口部堤防復旧整備対象区間約６．６ｋｍのうち、全ての区間で堤防復旧工事に着手し
ています。

：工事関係：用地関係：設計等関係：測量等関係：実施中の項目：概ね完了した項目



河口部堤防整備の状況〔鳴瀬川２〕

②築堤盛土施工状況
（東松島市野蒜字下沼地先）

③野蒜水門施工状況
（東松島市野蒜字下沼地先）

（H28.1）

（H27.12） （H28.1）

８

鳴瀬川

位置図

①

②
③
④

⑤

①築堤盛土の施工状況
（東松島市浜市字中谷地地先）

④堤防完成状況
（東松島市野蒜字中下地先）

⑤堤防完成状況
（東松島市浜市地先）

（H27.4）

鳴瀬川

⑥

⑦

（H27.4）



河口部堤防整備の状況〔鳴瀬川３〕

９

⑥左岸：東松島市野蒜字中下付近

(H27.11)

(H27.12)

(H28.1)

・矢板を施工

・笠コンクリートを据付

・川前に根固めブロック据付

鳴瀬川

・川前の根固めブロック製作

(H27.11)

吉田川



河口部堤防整備の状況〔鳴瀬川４〕

１０

⑦右岸：東松島市野蒜地区中下付近

(H27.11)

(H27.11)

(H27.12)

・川裏護岸基礎を設置

・堤体盛土を施工

・被覆ブロックを据付

・覆土工を施工

(H28.1)



北上川河口部事業スケジュール（堤防ができるまで）

１０～１２月 １～３月 ４～６月 ７～９月 １０～１２月 １～３月 ４～６月 ７～９月 １０～１２月 １～３月 ４～６月 ７～９月 １０～１２月 １～３月 ４～６月 ７～９月 １０～１２月 １～３月 ４～６月 ７～９月 １０～１２月 １～３月

1

2

3

4

5

6

7

8

築堤護岸
（河川区域内工事）

9 工事 築堤護岸

構造物

平成２３年度

測量・地盤調査

堤防・構造物の設計

堤防の計画

計画の説明
（土地立入了解）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

用地の調査・算定

補償内容の説明・契約

設計の説明

用地巾杭設置

平成２４年度 平成２５年度
段 階

築堤設計 構造物及び堤防沈下箇所の設計

素案説明 設計説明

用地調査・境界確認・補償金算定

パブコメ・復興推進区域説明会

用地取得をせず築堤護岸可能箇所

設計承諾の地区より巾杭設置

巾杭設置箇所より用地調査

用地契約完了後より工事着手

用地契約完了後より工事着手

河口部堤防整備の状況〔北上川１〕

事業の進捗状況（Ｈ２８年３月末見込）
：工事関係：用地関係：設計等関係：測量等関係：実施中の項目：概ね完了した項目

北上川

富士沼

堤防整備延長 ： 約 17.9km

着手区間

完成区間

未着手区間

釜谷水門

長面浦橋浦

釜谷

追波湾

１１

・堤防計画について、H２４年７月より地元説明会を行い、地元了解を得られました。
・H２７年１０月に用地取得が完了しました。
・北上川河口部堤防復旧整備対象区間約１７．９ｋｍのうち、既に約９８％の区間で

堤防復旧工事に着手しています。

◆築堤護岸工事（延長ベース）

H26.3末

H25.3末

完成18%

着手90%

着手90%

未着手H24.3末

H27.3末 完成31% 着手93%

◆用地協議 契約率（取得面積ベース）

契約83%

契約18%

H26.3末

H25.3末

H24.3末 未着手

契約88%H27.3末

H28.3末 着手98%完成78% 契約100%H28.3末



河口部堤防整備の状況〔北上川２〕

１２

④堤防完成
（石巻市北上町橋浦地先）

③長面河口の施工状況
（石巻市長面地先）

（H28.1）

（H28.1）

位置図

③

①

②
④

北上川

（H27.7）

⑦

⑥④
⑤

➀築堤盛土の施工状況
（石巻市針岡地先）

北上川

（H27.12）

②釜谷水門の施工状況
（石巻市針岡地先）

（H27.12）

北上川

⑤堤防完成
（石巻市中野地先）

（H26.9）



河口部堤防整備の状況〔北上川３〕

１３

⑥石巻市大須地区（左岸）

（H24.8）

（H24.10）

（H25.4）

（H25.1）

・天端道路を川裏側へ切り回し

・地盤改良を施工

・堤防開削、仮設ブロック張護岸を施工後、地盤改良を施工

・堤防の復旧が完了



河口部堤防整備の状況〔北上川４〕

１４

⑦石巻市針岡地区（右岸）

（H25.8）

（H26.1）

（H26.4）

（H26.8）

・川前の矢板を施工

・堤体に張芝を施工

・堤防の復旧が完了

・堤体盛土・ブロック張護岸を施工



10～12月 1～3月 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

1 堤防の計画

2

3 測量・地盤調査

4 堤防・構造物の設計

5 設計の説明

6 用地巾杭設置

7 用地の調査・算定

8 補償内容の説明・契約

護岸
(河川区域内工
事)

築堤護岸

構造物

9 工事

計画の説明
(土地立入了解)

段　階 平成28年度～平成30年度までに完了予定
平成24年度平成23年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

パブコメ・復興推進区域説明会

築堤設計 構造物及び堤防沈下箇所の設計

事業説明 設計説明

設計承認の地区より巾杭設置

用地調査・境界確認・補償金算定

巾杭設置箇所より用地調査

河川内の護岸工事を先行

用地取得不要箇所を先行着手後、用地取得箇所から順次着手

用地契約完了後より工事着手

河口部堤防整備の状況〔旧北上川１〕

事業の進捗状況（Ｈ２８年３月末見込） ：工事関係：用地関係：設計等関係：測量等関係：実施中の項目：概ね完了した項目

１５

・旧北上川河口部堤防復旧整備対象区間約８．１ｋｍあるが、これまでに説明会を約140回
以上開催し、延べ1,800名以上に説明して地域のご理解を頂いています。

・H２５年６月から順次用地交渉に着手しました。
・H２４年１２月から、堤防工事の前段である護岸工事に着手しています。

◆用地協議 契約率（取得面積ベース）

未着手

H26.3末

H25.3末

未着手H24.3末

契約42%H27.3末

契約21%

完成6%

◆護岸工事（延長ベース）

H26.3末

H25.3末

完成39% 着手73%

着手69%

H24.3末 着手5%

H27.3末 完成59%
着手63%

設計延長を見直し

◆導流堤・築堤工事（延長ベース）

H26.3末

H25.3末 着手17%

完成6%
着手17%

H24.3末 未着手

H27.3末 着手14% 設計延長を見直し

TP+4.1m～

石巻市役所

石巻駅

開北橋

曽波神大橋

真野川

北北上運河

海岸堤防
（県施工）

海岸堤防
（県施工）

堤防整備区間
(右岸延長) L = 9.5km

堤防整備区間
(左岸延長) L = 8.6km

T
P

+
7

.2
m

着手区間

完成区間

未着手区間

矢板護岸施工済区間

築堤護岸延長 ： 約 18.1 km
導流堤延長 ： 約 1.2 km
全体延長 ： 約 19.3 km

日和大橋

石巻大橋

真野川水門

内海橋

旧北上川

着手・完成64%H28.3末
H28.3末

H28.3末

着手32%
完成11%

契約62%



河口部堤防整備の状況〔旧北上川２〕

③矢板施工箇所
（石巻市）再開発事業施工中

（石巻市中央地先）

④導流堤施工箇所
（石巻市雲雀野地先）

②矢板施工箇所
（宮城県）新内海橋の橋脚を施工中

（石巻市八幡町地先）

①笠コンクリート施工箇所
（石巻市不動町地先）旧北上川

位置図

⑤

③

②

①

④
⑥

⑦

１６

⑤築堤工事箇所（法留ブロック設置後）
（石巻市魚町地先）

（H28.1）

（H28.1）

旧北上川

（H28.1）

（H28.1） （H27.12）



河口部堤防整備の状況〔旧北上川３〕

１７

⑥石巻市湊地区（左岸）

（H25.3）

・工事着手前

（H25.12）

（H26.10）

・川前護岸の矢板を施工

・川前護岸の施工が完了

・一次堤体盛土を施工中

（H28.1）



河口部堤防整備の状況〔旧北上川４〕

１８

⑦石巻市中央地区（右岸）

（H25.9）

（H25.11）

（H27.1）

（H25.7）

・工事着手前

・作業ヤードを兼ねた盛土を施工

・川前護岸の施工が完了
・（宮城県）新内海橋の橋脚を施工中

・川前護岸の矢板を施工

（H28.1）



2．未来のかわづくりに
向けて

平成２４年４月～

１９



２．１ かわまちづくり

２０



旧北上川の堤防護岸の復旧工事にあたり、地域の皆さんと共に復興を進めたい
と考え護岸の基礎となる石に地域の皆さんの思いを書き込んでいただき、災害
復旧の礎と致します。

水辺の復興・みらい館では、訪れた方々が復興に関する思いなどを自由に記入
できるノートを設置してあります。来場された方々からたくさんのご意見を頂
いております。

復興への思いを未来に
地域の方々の願いを基礎石へ刻む

平成24年12月から平成26年3月までに地域の皆さんから 復興への思いが書き込ま
れた約３，０００個の石を復興への思いを込めて平成26年3月17日に堤防を支える護岸
の基礎として投入しました。

２１

※“基礎石への書き込み”は、引き続き 『水辺の復興・みらい館』 （石巻市中瀬ふれあい公園内）で実
施しております。

『水辺の復興・みらい館』へ来場された全国のみな
さんから“復興へ関する思い・願い”をノートへ記入
して頂いております。
記入された一言一言を大切にして、地元の方々と共
に職員一丸となって復興を進めて参ります。

みなさんの願いと一緒に・・・



 新たな堤防整備にあたり、まちづくり・景観配慮の検討の場として「旧北上川河口
かわまちづくり検討会」を設置し、景観の基本方針や堤防・護岸等のデザイン、拠
点地区の整備の方向性等を検討しています。

 あわせて、パブリックコメントやワークショップなどを実施し、地域の方々からご
意見を伺い、人々が憩える水辺空間の整備を推進します。

第１回 検討会

第２回 検討会

第３回 検討会

・検討会の進め方
・検討内容、基本条件

検討ポイント

・景観・堤防・護岸等の整備方針の報告
・拠点地区の整備方針の報告

・景観配慮事項のとりまとめ
・地域意見の反映
・かわまちづくり施設設計とりまめ

平成25年7月22日

10月15日

3月5日

コンパクトシティ・街なか創生協議会
第1回：平成25年6月7日
第2回：平成25年6月20日

・かわまちづくり・景観に関する技術的検討

第３回 ワーキング

12月16日

・地域意見とりまとめ
・景観に関する技術的検討

第１回 ワーキング

9月10日

8月11日

第４回 ワーキング

平成26年1月29日

パブリックコメント 意見数：18件
平成25年11月21日～12月20日

個別箇所の地域意見聴取
①住吉小学校わーくしょっぷ

平成25年11月15日 児童79名
②住吉神社への説明（平成25年12月13日）

地域の方々のご意見を伺う場

地域ワークショップ
①第1回：平成25年12月22日 参加者27名
②第2回：平成26年 1月18日 参加者21名

第２回 ワーキング

旧北上川河口かわまちづくり検討会

２２

第４回 検討会

第６回 ワーキング

平成27年度より、堤防整備に関する検討会開催のほか、新たな水辺空間の利活用に関する取り組みも実践

旧北上川河口かわまちづくり市民報告会

第５回 ワーキング

5月28日

6月29日

・拠点箇所整備方針の検討

11月9日

平成27年6月11日

□第1回
平成26年8月31日～平成27年3月8日※

□第2回
平成27年1月31日～平成27年3月8日※

※1,2回合同開催箇所あり

【今後の予定】
・各施設の配置
・維持管理方策（地域との協働）等を継

続して議論
・工事見学会の開催 等

・市民部会意見とりまとめ
・拠点箇所の整備方針 等

・住民等意見を踏まえた全体的な計画検討
方針の提示

・市民部会等の意見を踏まえた検討結果
・「地区別ＷＧ」「かわまち調整会議」の設置

旧北上川河口かわまちづくり
にぎわいある水辺を石巻に

平成27年8月20日

・各関係機関の担当者が出席し、実
務者レベルで各地区細部に各拠点
部における細部の整備デザインを
議論し、意思決定の場である「かわ
まち調整会議」へ検討結果を報告
する。

【これまでに議論されている内容】
・堤防法面へ施工するコンクリート

ブロックの基本コンセプト。
・中央地区のテラス高
・東屋、ベンチ、照明施設の配置案

など

市民部会（旧北上川河口部沿川6地区）

8月5日

第７回ワーキング

第１回地区別ワーキング

第２回地区別ワーキング

第３回地区別ワーキング

第４回地区別ワーキング

第５回地区別ワーキング

第６回地区別ワーキング

第７回地区別ワーキング

第８回地区別ワーキング

第1回かわまち調整会議

「ミズベリング石巻」準備会

かわまちウォーク

ミズベリング石巻会議

平成27年6月27日

平成27年10月10日

平成28年1月15日

・ミズベリングプロジェクトの社会実験として、河川管理施設を使用したイ
ベントを開催

・今後の水辺空間の利活用等について、地元の方々を中心とした意見交
換を開催

・新たに堤防が整備される区間をウォーキングを行い、現在の進捗状況な
どについて、地元との方々へ説明。

9月10日

10月7日

10月19日

10月26日

11月17日

12月11日

平成28年1月25日

12月24日

平成26年度まで

・石巻でミズベリングプロジェクトの実現のため、地元で多彩な活動され
ている方々を中心に準備会を設立。

みずべマルシェin北上川

第1回～7回までの「地区別ＷＧ」の
検討結果について、報告。

■堤防整備に関する検討会等 ■新たな水辺空間の利活用に関する取り組み（ミズベリング石巻）



旧北上川河口かわまちづくり
地域の方々との協働《パブリックコメント》

良くない
6%

わからな
い

11%

普通
28%

良い
55%

未回答
0%

未回答
0%

わからない
6%

良くない
6%

良い
66%

普通
22%

わからない
17%

未回答
0%

良い
66%

もっと現状の
水際の入り
組みなどの
配慮が必要

11%

もっと直線的
にスッキリし
たほうが良い

6%

未回答
0%

わからない
11%

良くない
17%

普通
17%

良い
55%

＜質問と回答（一部）＞

●実施概要
ご意見募集期間：平成２５年１１月２１日（木）～１２月２０日（金）
ご意見募集方法：

①ホームページから電子メール、ＦＡＸにて
②閲覧場所から投函（北上川下流河川事務所閲覧室、石巻市役所市民サロンの２箇所）

ご意見数：１８件

●ご意見募集状況（現在はありません）

閲覧状況（石巻市役所）北上川下流河川事務所のホームページ

Q1．
かわまちづくりの基
本方針、設計・デザ
インの方針の案を
記載していますが、
どのように考えます
か？

Q3．
堤防の法線（平面
線形）を、日和山等
からの眺望や、旧
北上川の昔の地形
等を尊重するものと
していますが、どの
ように考えますか？

Q4．
川前の護岸法線
（平面線形）を、直
線的ではなく水際
の変化を持つよう
にしていますが、
どのように考えま
すか？

Q5．
川側のテラス前面に
捨石護岸（場所に
よって石積み護岸）
を設けるものとして
おりますが、どのよ
うに考えますか？

Ｑ．旧北上川河口部の水辺整備に関するご意見を自由に、ご記入ください。
○水辺を散歩できるようになることは良いと思いますし、大いに利用したい。

○震災前の川岸のイメージや形を生かして、洪水や津波に耐えれるように強く作って欲しい。

○他の川のデザインをもってきた表面上の化粧は、後になって汚れたり補修にお金がかかったりすると思うの
で、そうならないような水辺として欲しい。

○今の水辺は、その当時使える材料で作られ、年月によってなじんできたものと思います。デザインにこだわる
よりも年月とともになじんでいく仕組みも必要だと思います。

○川・海→津波→怖い というイメージだけでなく、子供達が川・海で遊び水辺で暮らせて楽しい、良かったと思
えるように整備を進めてください。

２３

地域の方々のご意見をかわまちづくりに反映させるため、パブリック
コメントを実施しました。



地域の子供達の声をかわまちづくりに反映させるため、わーくしょっぷを実
施しました。

旧北上川河口かわまちづくり
地域の方々との協働《住吉小学校わーくしょっぷ》

子供たちのアイデア（一部）

●実施概要
日時：平成２５年１１月１５日（金） ５～６時間目
場所：石巻市立住吉小学校 体育館
対象：４年生～６年生 ７９名

●グループワークテーマ
・堤防でやってみたいこと、欲しいもの

６～８名ごとの班に分かれ、グループワークを行い、子供達目線のアイデアを平面図に貼り付けました。
また、各自様式に「堤防でやってみたいこと、欲しいもの」の絵を描き、最後に発表会を行いました。

全員集合 記念写真

アイデア満載のみんなの意見

箇 所 堤 防 法 面 天 端 水 際

やってみた
いこと

○おにごっこ
○段ボールすべり
○花を植える
○川開き花火を見る

○ランニング
○犬の散歩
○サイクリング
○川開き花火を見る

○魚釣り、カニとり
○水遊び
○カヌー遊び
○川の中をのぞく

欲しいもの ○トイレ
○花壇
○ベンチ
○遊具（萬画館にあったような）

○街灯
○川開きで花火を見る席
○時計
○ベンチ

○噴水
○砂場
○水に触れられる所
○釣り場

２４

「花時計」６年生作成例

発表会の状況

グループワークの状況

「せっかく作るなら楽しいところにしたい」
５年生作成例



旧北上川河口かわまちづくり
地域の方々との協働《地域ワークショップ》

●テーマ３ いただいたご意見（一部）
○水位を周知する仕組みが欲しい
○自然・景観への配慮として、住吉神社の樹木は移植して欲しい
○ベンチは擬木ではなく、本物で
○転落者への対応、カヌー利用者への配慮として低水階段の増設が必要
○全体的に並木を増やして欲しい
○並木の維持管理は町内会など、住民側も含めて考える
○カヌー発着場として低水部へのスロープ設置
○雄島の嵩上げ（松が枯れているので嵩上げ可）
○巻石は手をかけない。干満による希少価値を逆手に取って、賑わい創出

●グループワークの成果

大きな平面図にご意見を貼り付け

グループワークの状況

各班発表の状況

●実施概要
第１回

日時：平成２５年１２月２２日（日） １３時～１７時
会場：石巻市役所 ５階 市民活動ルーム
参加者数：２７名
アドバイザー：九州大学大学院 工学研究院 教授 島谷幸宏

東北大学 災害科学国際研究所 准教授 平野勝也
第２回

日時：平成２６年 １月１８日（土） １３時～１７時
会場：みなと荘 大広間
参加者数：２１名
アドバイザー：東北大学 災害科学国際研究所 准教授 平野勝也

●グループワークテーマ
（１）旧北上川の良いところ・悪いところ（改善すべきところ）
（２）旧北上川河口の使い方・したい事、欲しいもの、

子供達に残したいもの、良い景色など
（３）かわまち検討案への意見、改善点

５～７名ごとの班に分かれ、３つのテーマについてグループワークを行いました。活発に意見を出し合い、
意見を平面図などに貼り付けました。その後、各班の代表者が発表を行いました。

２５

第１回開催状況

第2回開催状況

地域の方々のご意見をかわまちづくりに反映させるため、地域ワーク
ショップを２回実施しました。



旧北上川河口かわまちづくり
地域の方々との協働《市民報告会》

２６

⽇和⼭より旧北上川中瀬を望む

旧北上川河口の堤防・護岸整備にあたり、復興まちづくりと連携した水辺空
間のデザインについて、旧北上川河口かわまちづくり検討会で約１年間検討
しました。

検討した中間成果を報告する場として市民報告会を開催し、地域の方々に約
１７０名参加頂き、意見交換を実施しました。

◆日 時 平成26年6月29日（日）

13:30～16:30

◆場 所 石巻グランドホテル

◆参加者 約１７０名

市民報告会の実施状況 各拠点のデザイン検討案を説明 参加者と意見交換の様子

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

ﾊﾟﾈﾘｽﾄ

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ

島谷幸宏 九州大学大学院 教授

佐々木葉 早稲田大学 教授

田中 仁 東北大学大学院 教授

平野勝也 東北大学 准教授

浅野 亨 石巻商工会議所 会頭

邊見清二 石巻千石船の会 会長

亀山 紘 石巻市長

北上川下流河川事務所 所長

宮城県 東部土木事務所 所長

宮城県 石巻港湾事務所 所長

会場から寄せられたご意見（一部抜粋）

○堤防を観覧の場として利用できるのは良いが、全部芝生でなくても良いのでは。

○矢板が河岸から５ｍの位置に打設する予定が10ｍくらいに工事された区間があり、丁寧な

説明を望む。流量・流速など影響はどうか。

○船舶の係留やマリーナ等は考えているか。

○水制工を河口部全体に配置することで、安全性を高めることが考えられないか。

○今回の計画が実現できれば、石巻の 発展の希望が持てる。

○北上川を「新北上川」、旧北上川を「旧北上川」に名称変更できないか。

○河口部にある遺構や文化財にあり得るものを保存できないか。

○街路灯やトイレを設置できないか。

古くから川湊として発展してきた経緯、
優れた⽯の⽣産地であること等の地域の歴
史や⽂化等を踏まえた景観を形成する

基本方針

仙台石巻港眺望之全図（部分）



旧北上川河口かわまちづくり
地域の方々との協働《市民部会①》

２７

「旧北上川河口かわまちづくり検討会」にて検討された整備の基本方針をも
とに、新たな水辺空間の利活用や施設の具体的な配置などについて、地域や
河川を利用される皆さんの意見を堤防整備に反映させるため、「市民部会」
を開催し地域に重点を置いた検討を進めています。

各地区毎に担当者を配置し、沿川自治会長と開催日の調整、地域の方々から
意見をいただく内容など検討し、事務所及び石巻市職員が手作りで市民部会
を開催運営しています。

【第1回市民部会の検討内容】

● 市民部会の名称

● 階段の位置・形状、あづまやの位置

● 親水施設の位置・形状

● 新たな水辺空間を利活用して、地域

としてやってみたいこと

川口・湊地区市民部会の状況

一般的な設計

検討したライン

市民部会の区画割

のびやかで変化のある堤防景観の創出

堤防整備の基本的な考え⽅
過去の地形や河等に配慮しながら、雄⼤でおお
らかな河岸を形成する

⽇常の散策や憩いの場として、ヒューマンスケー
ルにあった居⼼地の良い空間づくりを⾏う

旧北上川河⼝部における歴史や⽂化を尊重し、
それらが想起できる空間を形成する

拠点部は、全体のアクセントとして、また、
まちとのつながり・利⽤形態を重視して、場所
に即した丁寧な質の⾼い空間づくりを⾏う

⽯
旧
北
上
川

親⽔階段・かわどの設置⽯積み護岸の保全・復元
かわど（藤巻・井内）住吉神社前の⽯積み

住吉神社前

住吉⼩学校前

湊地区

藤巻・井内地区

中央地区

南浜地区

管理⽤通路
テラス空間《堤防の模式図》

堤防の湾曲にあわせて
管理⽤道路の舗装部分
も緩やかに変化させる

法尻（堤防の際）を
前に出して緩やかに
変化のある空間へ

⽯を⽤いた⽔際部の整備

⾃然再⽣（植⽣）

樹⽊（植栽） アクセス（坂路や階段）



旧北上川河口かわまちづくり
地域の方々との協働《市民部会②》

２８

各地区の市⺠部会で寄せられた主なご意⾒

井内・藤巻区 市⺠部会で意⾒交換

地区 名称 日時 参加者

住吉・大橋 住吉大橋開拓チルドレン 平成26年8月30日（土）
14:00～16:30

５班 ４１名
（うち小学生１２名）

中央・門脇１ 中央門脇川と未来の会 平成26年9月17日（水）
18:30～20:30

５班 ３８名
（うち小学生１名）

川口・湊 かわ湊の会 平成26年9月20日（土）
14:00～16:00

４班 ２４名
（うち小学生５名）

井内・藤巻 かっぱの会 平成26年9月28日（土）
18:30～20:30

５班 ３０名
（うち小学生３名）

不動・八幡 私、船(わたしぶね)の会 平成26年10月4日（土）
14:00～16:00

４班 ２４名
（うち小学生６名）

南浜・門脇２，３ 舟だまりの会 平成27年3月8日（日）
14:00～16:30

４班 １８名
（うち小学生５名）

【階段】
・手摺りの設置
・転車用スロープ
・昇りやすい階段(ステップ高)
・滑らない材質
・位置や幅は周辺の用途等に

あわせて

【あづまや・ベンチ】
・数を多く
・かわどの近くに設置
・長い屋根のあずまやで日陰を
・照明の設置

【かわど・親水階段】
・いろいろな構造を
・船着き場としても使えるように
・灯籠流しでも使えるように

【その他】
・天端でジョギング、サイクリングができるように
・天端は歩行者と自転車が分離できるように
・街灯がほしい(ソーラーやＬＥＤなど)
・トイレ、水道がほしい
・救助用の浮き輪とロープの設置
・ゴミ箱の設置
・避難場所がわかるようなサイン
・川の様子が分かるようなカメラやモニターの設置

【井内・藤巻地区】
現在の河畔、⽯積み護岸の⾵景を保全すると
ともに、稲井⽯の産地として⽯の雰囲気を活
かした整備を⾏う

石積み護岸
(可能な箇所は現在の石積み護岸を保全)

井内・藤巻地区のデザイン案

かわどの復元

「第1回市民部会」にて寄せられた主なご意見

第1回市民部会 各地区の開催状況



旧北上川河口かわまちづくり
地域の方々との協働《市民部会③》

２９

住吉・⼤橋地区 市⺠部会で意⾒交換

中央・⾨脇１丁⽬地区 市⺠部会で意⾒交換

住吉・⼤橋地区 市⺠部会で意⾒交換

川⼝・湊地区 市⺠部会で意⾒交換

住吉神社前のデザイン検討案

河道の変遷の姿を留める場として位置づける
とともに⼦供達、学び・遊べる場 堤防の斜⾯を緩くし、⾃

由な遊びの空間を創出

神社、雄島・太⿎等との関係を⼗分考慮した、
川側に開けた神社・公園空間の創出

川湊⽯巻の賑わいの拠点としてのまちづくり（ま
ち側の整備）と⼀体となり、賑わいの場づくりを
補完する、⽔辺ならではの魅⼒の場の整備

【住吉⼩学校前】

【住吉神社前】

【中央地区】

【湊地区】
都市内の⾝近なオアシスとしての場

住吉⼩学校前のデザイン検討案

中央地区のデザイン検討案

湊地区のデザイン検討案

かつての堤防の形状に
合わせた折れ曲がり

⼲潟空間(部分的
にヨシ原を創出)

境内空間より⼀
段⾼い社殿空間

住吉⼩学校

雄島

⽯積み護岸として境内空間・テ
ラス空間のゆとりを⽣み出す

境内空間

既存の⽯積み
護岸の活⽤

住吉神社と川側の
テラスを結ぶ階段

観覧や遊びのスペース
になる緩やかな斜⾯

まち側の整備と川側
のテラスを結ぶ階段

腰掛けられる
⾼さの⽯積み

堤防背後の並⽊
※詳細は検討中

⽔際部の⽯
アイストップ
となる植栽

ヨシ原⽔際部の⽯

緩やかにした勾配

もとの勾配

アイストップ
となる植栽

坂路

ヨシ原

⽀川との合流部付近の
⽔制⼯(安全対策)

住吉神社

⼀部アクセント(⾃然⽯のボー
ダー)を施したテラス空間



旧北上川河口かわまちづくり
地域の方々との協働《市民部会④》

３０

住吉・⼤橋地区 市⺠部会で意⾒交換

地区 名称 日時 参加者

住吉・大橋 住吉大橋開拓チルドレン 平成27年1月31日（土）
14:00～15：30

２６名
（うち小学生６名）

中央・門脇１ 中央門脇川と未来の会 平成27年2月4日（水）
18:30～20:00

１７名

川口・湊 かわ湊の会 平成27年3月8日（土）
10：00～11:30

１６名
（うち小学生５名）

井内・藤巻 かっぱの会 平成27年2月22日（日）
18:30～20:00

１８名

不動・八幡 私、船(わたしぶね)の会 平成27年2月28日（土）
10:00～11:30

１５名

南浜・門脇２，３ 舟だまりの会 平成27年3月8日（日）
14:00～15:30

１８名
（うち小学生５名）

【階段】
・街側の計画と合わせた階段
・花火を見るために幅広い階段
・雨天時は滑らない材質
・提示された案で良い

【坂路】
・車椅子の通行を考えた勾配
・坂路と天端の接続部は車両の

切り返しができるように。
・形状・構造は提示案のままでよい。

【かわど・親水階段】
・材質はコンクリートでも良い。
・カヌーの利用だけではなく、一般利用者がいる

ため、転落防止として、下流側に手摺があれば
ベスト。

【堤防天端・テラス空間】
・自転車と歩行者の区分けを
・稲井石などの使用を
・足に優しい舗装にしてほしい
・直線ではつまらないので、変化を付ける

「第２回市民部会」にて寄せられた主なご意見

第２回市民部会 各地区の開催状況

・第1回の市民部会で寄せられた意見を基に第2回の市民部会では、施設の考え方につ
いて、各地区別毎、ご意見を伺いました。



旧北上川河口かわまちづくり
関係機関と連携した各検討会等を開催①

３１

★ ⽇時：平成27年12⽉24⽇（⾦）9時30分〜12時00分
★ 場所：⽯巻市役所 4Ｆ 庁議室
★ 出席者：⻲⼭ 紘 ⽯巻市⻑

佐々⽊葉 早稲⽥⼤学 教授
平野勝也 東北⼤学 准教授
⼩林徹平 東北⼤学 助⼿
北上川下流河川事務所
宮城県⽯巻港湾事務所
宮城県東部⼟⽊事務所

＜第１回調整会議出席者＞

【共通事項】
●四阿・ベンチ・照明等の基本デザイン案を決定。
【南浜、⾨脇2・3丁⽬地区】
●堤防法⾯のｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸは、維持管理・安全⾯を考慮したデザイン案を決定。
【中央、⾨脇1丁⽬地区】
●14・15番地区の坂路・階段位置は、離島航路の利⽤者へ配慮した位置とする。
【川⼝、湊地区】
●捨⽯による河岸形成、植栽テラスの形状については、試験施⼯を実施して現地確認を予定。

＜確認された整備方針（案）＞

＜委員名簿＞
浅野 亨 石巻商工会議所 会頭
亀山 紘 石巻市長
佐々木 葉 早稲田大学 創造理工学部 社会環境工学科 教授
田中 仁 東北大学大学院 工学研究科 教授
平野 勝也 東北大学 災害科学国際研究所 准教授
邊見 清二 石巻千石船の会 会長 50音順、敬称略
宮城県 石巻港湾事務所長
宮城県 東部土木事務所長
東北地方整備局 河川部長
東北地方整備局 北上川下流河川事務所長

「かわまちづくり検討会」

第4回実施状況第1回実施状況

模型を用い、デザインを検討

ワーキングチームの状況

中・高木の植栽

ヨシの植栽

水際部の検討例

「かわまちづくり調整会議」

調整会議開催状況

かわまちづくりに関連する各関係機関で構成される検討会等を設立し、整備
方針や課題の解決に向けた取り組み状況などの情報共有を行い、円滑な事業
推進のため連携の強化を図っております。



旧北上川河口かわまちづくり
関係機関と共に連携した各検討会等を開催②

３２

■代表的な検討事例

★ 開催時期 ⽉2回の頻度で開催
★ 場所：北上川下流河川事務所
★ 参加者：東北⼤学 ⼩林助⼿

北上川下流河川事務所
宮城県⽯巻港湾事務所
宮城県東部⼟⽊事務所
⽯巻市

※各回の議題内容に応じて、関係機関より実務担当者を召集

■地区別ワーキングの構成

■これまで議論されている内容
●四阿・ベンチ・照明等の設置案。
●堤防法⾯のｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸの基本的なデザイン案
●中央地区14・15番地の坂路・階段位置。
●中央地区14・15番地の盛⼟形状（端部処理）
●中央地区のテラス⾼
●南浜地区防災マリーナ背後地の盛⼟形状。
●捨⽯による河岸形成、植栽テラスの形状。
●湊地区市道接続部の形状デザイン案

など

堤防法面に施工するコンクリートブロックについて、
様々な形状があることから、他の地域での使用例
や景観・安全・維持管理などの観点から施工等に関
する基本的な考え方のとりまとめを行いました。

今後も引き続き、「地区別ＷＧ」開催して、工事実
施に伴う課題や各整備地区における細部デザイン
等について、関係機関と連携を図り、事業が円滑に
進めるよう努めます。

かわまちづくりを効率的に進捗させるため、各関係機関の実務担当者で構成
する「地区別ワーキング」を平成27年8月に設置し、これまで8回※のワーキン
グを開催しております。ワーキングでは、整備区間内の細部にわたる整備方
針案などを議論しており、地区別ＷＧで議論された内容については、有識者
及び関係機関の意志決定を行う場である「かわまち調整会議」へ議論内容の
結果を報告して関係機関内の情報共有を図ります。※平成28年2月1日現在



旧北上川河口かわまちづくり
“誰にでもわかりやすい”整備イメージを推進
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中瀬公園と中央地区の鳥瞰ビュー

不動地区の歩行者目線 日和山から見た中瀬公園

※現在の整備案を基に作成されているため、整備方針の変更等により、イメージに修正が生じる場合があります。

旧北上川河口部のバーチャルリアリティ（ＶＲ）を作成し、堤防のデザイン
や水辺空間の使い方などの検討を進めるとともに、かわまちづくり市民部会
やミズベリング石巻カイギにおいても活用して、地元方々へのわかりやすい
説明ツールとして活用しております。



旧北上川河口かわまちづくり
堤防整備も一歩づつ前進“かわまちウォーク”を開催

３４

旧北上川河口部の堤防完成後をイメージしながら水辺の復興・みらい館～日和
大橋までの両岸約４kmを地元の皆さんと一緒に歩く「かわまちウォーク」を平
成27年10月10日に開催しまし、各説明ポイントでは、工事の施工状況やＶＲ
（ﾊﾞｰﾁｬﾙﾘｱﾘﾃｨ）を用いて堤防整備後のイメージについて各担当者から参加者
へ説明を行いました。

職員も一緒に歩くことにより、これまで以上に地元の方々とコミュニケ－
ションを 図られたほか、「次回も是非参加したい。」「ＶＲを用いての説明
が判りやすかった」など、参加された方々から好評を得ることができました。

今後も引き続き、事業の進捗等に合わせて開催する予定です。

■今回実施したコース

●
●

●
● ●

水辺の復興・みらい館
スタート・ゴール

堤防工事を間近で見学

石巻市を見渡せる日和大橋

堤防高を実感できる見学台

参加された⽅々の声

・早く堤防を完成させて欲しい。
・普段は散歩に誘っても断るばかりの夫が今回は⾃ら応募して参加した。
・次回も是⾮参加したい。
・天気も良く、⾃分で歩くことにより事業の動きが判った。
・ＶＲを⽤いての説明が判りやすかった。



国土交通省では、ミズベリング -MIZBERING- として、河川に関する規制の緩
和を通じて、地元の方々がより活発でにぎわいのある水辺利用を推進し、ま
ちづくり、美しい景観づくりを官民協働で考えるプロジェクトを行っていま
す。石巻でも平成27年度より様々な社会実験を通じ、にぎわいのある水辺空
間を目指しています。

ミズベリング石巻の始動！

振動伝える

・水辺を楽しむ人
・水辺で街を変える人
・水辺で新しいビジネスを作る人を増やす

ミズベリング概念図

３５

※ （ミズベリングは、水辺＋RING（輪）に現在進行形”ing”の気持ちを乗せた造語です。

ミズベリング石巻の活動実績（平成27年度）

H26年12月18日 第1回会議 参加者：26名（11団体）

H27年 1月29日 第2回会議 参加者：35名（16団体）

2月16日 第3回会議 参加者：48名（27団体）

3月27日 第4回会議 参加者：24名（14団体）

5月22日 第5回会議 参加者：23名（13団体）

6月27日 みずべマルシェin北上川 参加者：150名

7月 7日 水辺で乾杯！ 参加者：38名

8月13日 小さなサーカス

8月22日 中瀬 de BBQ

8月23日 トリコローレ音楽祭

平成28 1月15日 ミズベリング石巻カイギ 参加者：４０名

H26年12月18日 第1回会議 参加者：26名（11団体）

H27年 1月29日 第2回会議 参加者：35名（16団体）

2月16日 第3回会議 参加者：48名（27団体）

3月27日 第4回会議 参加者：24名（14団体）

5月22日 第5回会議 参加者：23名（13団体）

6月27日 みずべマルシェin北上川 参加者：150名

7月 7日 水辺で乾杯！ 参加者：38名

8月13日 小さなサーカス

8月22日 中瀬 de BBQ

8月23日 トリコローレ音楽祭

平成28 1月15日 ミズベリング石巻カイギ 参加者：４０名

ここから始める

（私が始める）

★基本コンセプト

①まちにある川や水辺空間の賢い利用

②民間企業等の民間活力の積極的な参画

③市民や企業を巻き込んだソーシャルデザイン

★ミズベリング石巻の活動紹介

会議（カイギ）では毎回多様な団体
の⽅が参加して活発に意⾒交換

⽔辺利⽤の社会実験第1弾
「みずべマルシェin北上川 」

カフェ・BBQ・体験・物販は⽔辺にマッチ

トリコローレ⾳楽祭2015とコラボ、
⾳楽と⽔辺の相性は抜群

⽔辺で乾杯！⽔辺で飲むお酒は格別旧北上川で開催した⼩さなサーカ
ス⽯巻の⼦ども達に元気をあげた



平成２７年６月２７日、ミズベリング石巻の社会実験の一環として、旧北上川

の運河交流館付近にて“みずべマルシェin北上川”を開催いたしました。

みずべマルシェは、ミズベリング石巻の参画メンバー有志により実行委員会を
立ち上げ、カフェ・ＢＢＱ・物販の各ブースやカヌー・木工教室などの体験ブー
スを企画し石巻地域におけるミズベリングの可能性を探るため実施いたしまし

た。当日は残念ながら雨天となってしまい、２日間の開催日程を１日のみのと短
縮いたしましたが、来場された方々は、ＢＢＱやカヌーなどテントで雨宿りしな
がら楽しんで頂けました。

「みずべマルシェｉｎ北上川」を開催しました！
～ミズベリング社会実験～

「みずべマルシェｉｎ北上川」開催概要

日時：平成２７年６月２７日（土） １３時～１７時
※６月２８日（日）は降雨により中止
会場：旧北上川 石井閘門周辺
主催：みずべマルシェ実行委員会
○体験ブース
カヌー体験、木工体験、魚つかみ取り
○カフェーブース
ドリンク、たい焼き
○物販ブース
水ヨーヨー、チョコバナナ、くじ引き等
○ＢＢＱブース

物販ブース

水辺でバーベキュー

今後も“ミズベ”を活用した楽しい
イベント開催します！

ＤＪ体験

木工体験 カフェブース

カヌー体験

３６



「ミズベリング石巻カイギ」
～新たな水辺空間の利活用を求めて～

全国のミズベリング活動の紹介

国⼟交通省 ⽔管理・国⼟保全局 河川環境課
補佐による全国のミズベリング活動の紹介

平成27年度ミズベリング石巻の活動報告

各担当者より本年度開催の活動等について報告

平成２７年度の主な活動内容
・みずべマルシェin北上川 ・トリコローレ⾳楽祭2015 ・北上川フェア
・⽔辺で乾杯！ ・⼩さなサーカス ・かわまちウォーク ・中瀬 de BBQ

今後の活動予定について意見交換

“⽔かけ祭り”を⽯巻で！熱い思い
を海外の事例とともに紹介。

⼦どもが安⼼して遊べる⽔辺づくりを！ 今後も“ミズベリング⽯巻”を盛り上げます！！

旧北上川の新たな⽔辺空間をＶＲを⽤いて説明。

平成２８年１月１５日に旧北上川が眺められる石巻市総合福祉会館みなと荘に
て「ミズベリング石巻カイギ」を開催しました。当日は、全国のミズベリング活
動の紹介や本年度の活動報告、今後の活動について４０名余りが参加して活発な
意見交換が行われました。

３７



２．２ 河川環境

３８



野蒜水門は既存施設を利用し、背後に建設する新設水門についても煉瓦張りとするなど、

既存の景観を妨げないよう整備します。

景観に配慮した堤防整備〔鳴瀬川の例〕

野蒜水門

既設水門

新設野蒜水門イメージ

鳴瀬川

鳴瀬川

鳴瀬川河口部は、特別名勝「松島」保護地区の範囲内に位置しており、加えて明治時代

に建設された野蒜築港事業の遺構が存在し、景観等への配慮が重要です。

このため、河口から0.4k付近より上流区間は背後の山並みとの調和を考慮し、覆土式の

護岸形式とします。

既設水門
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環境に配慮した堤防整備〔北上川の例〕

震災後の堤防とヨシ原の状況

ヨシ原堤防

【当初施工案】

動植物の生息・生育・繁殖環境で
あるヨシ原の一部を改変

【変更施工案】

堤防側から施工することでヨシ原を保全

着工前 施工中

ヨシ原を保全

 堤防側から施工することにより、動植物の生息・
生育・繁殖環境である汽水域を有するヨシ原の
一部について一時的に改変が伴うことから、施工
方法を工夫し、ヨシ原を可能な限り保全します。

被災した堤防復旧にあたって配慮した事例

 復旧を進めるにあたっては，汽水域における生物の生息・生育環境へ配慮するため、
生物などの専門家から指導・助言をいただく「北上川下流生物環境検討会」を設置し、
環境影響の回避や低減を図りながら復旧工事を実施しています。

４０

配慮

（震災後:H23.7）



環境に配慮した堤防整備〔鳴瀬川の例〕

４１

京都府立桂高校、宮城県小牛田農林高校の生徒による植栽状況

吉田川 鳴瀬川

法面緑化
試験施工箇所

法面緑化試験施工箇所（位置図）

 鳴瀬川河口部は、地理的条件から常に潮風にさらされているため、堤防法面の植生を

施工するにあたっては環境に配慮し、潮風に強い環境で生育した、金華芝による植生を

試験的に実施しています。

 金華芝は、金華山（石巻市の太平洋上に浮かぶ島）に自生する野芝で、島全体が海に

囲まれた環境で生育するため、通常の野芝と比べて環境による負荷が強いのが特徴

です。

海岸堤防コンクリートブロック三面張り区間（川表：ブロック、川裏：ブロック＋覆土＋植生）

 植生開始から１年２か月後の状態。
 匍匐茎（ほふくけい）が広範囲に展開し、概ね順調に生育している。

経過観察状況

1:3
.0

1:3.0
2tブロック

H.W.L

覆土

2tブロック

金華芝

（H26.6.1）

（H27.8.27）



【旧北上川水面利用者協議会】
旧北上川の良好な船舶等の係留環境の整備等を行なうことにより、水面の安全かつ秩序ある

利用の維持・増進を図ることを目的に設置され、これまで下記の事項が確認されました。

 旧北上川河口部では、東日本大震災以前に約370隻の長期係留船が存在していました。
これらの船は、洪水時の流水の阻害など河川等への悪影響があることから、河川管理者等

関係行政機関による「旧北上川不法係留船対策検討会」において、啓発チラシの配布や
長期係留・放置船舶の持ち主への訪問指導を実施してきました。

 東日本大震災の際には、津波により長期係留船の一部が市街地へ流出した状況を踏まえ、
学識経験者、水面利用者、沿川住民の皆様とともに、平成24年4月18日に「旧北上川水面
利用者協議会」を設立し、旧北上川河口部の適切な水面利用について、これまで6回の協議・
検討を行い、係留施設の整備や係留船舶への対策について議論がなされています。

今後も、地域住民、利用者団体及び関係行政機関と連携し、長期係留船の解消に向けた
取り組みを促進します。

東日本大震災以前の状況

長期係留船対策のための地域連携〔旧北上川〕

東日本大震災後の状況、津波により流出した船

○本来あるべき姿へ（船種と係留先）

第6回協議会（H27.3.10)

○座長
李 東勲 石巻専修大学 経営学部 経営学科 准教授

○委員
学識経験者 石巻専修大学 経営学部 経営学科 准教授
水面利用者 石巻商工会議所 会頭

〃 一般社団法人日本マリン事業協会 東北支部 支部長
〃 石巻ヨットクラブ 会長
〃 網地島ライン株式会社 代表取締役
〃 株式会社ヤマニシ 取締役社長

沿川住民 湊一丁目町内会 会長
〃 門脇二丁目三丁目町内会 会長
〃 元 石巻市震災復興計画市民検討委員会委員

行政機関 石巻市
〃 宮城県東部地方振興事務所
〃 宮城県石巻港湾事務所
〃 宮城県警察本部 生活安全部 生活環境課
〃 宮城海上保安部 石巻保安署
〃 東北運輸局 海事振興部
〃 東北運輸局 石巻海事事務所
〃 東北地方整備局 河川部
〃 東北地方整備局 北上川下流河川事務所

周知活動(H27.11.25)

漁 船 漁 港

事業船舶 工業港

ﾌﾟﾚｼﾞｬｰ/ﾖｯﾄ 防災マリーナ等

○係留者への周知活動を継続的に実施

・長期係留船等による様々な支障・悪影響
・本来あるべき係留施設への移動
・船舶等の移動に係る照会先

４２



埋蔵文化財調査〔鳴瀬川の例〕

４３

柵（しがらみ）の詳細

東名運河は、宮城県指定の埋蔵文化財包蔵地であるため、野蒜水門改築に伴い、
埋蔵文化財調査（調査：東松島市教育委員会）を実施しました。

調査の結果、石積み護岸の下から、柵（しがらみ）を発見しました。
柵（しがらみ）は、学識者の意見を伺い、写真測量（3次元地形モデル化）及び現物

採取保存を行い、埋蔵文化財の保護に努めました。

写真測量（3次元地形モデル化） 現物採取保存状況

野蒜水門

対象範囲：
対象物 ：野蒜築港、東名運河に関する遺構
時代区分：近世（明治時代） ※近現代は対象外

東松島市遺跡地図（埋蔵文化財包蔵地図）
（出典：宮城県HPより）

埋蔵文化財調査箇所

柵（しがらみ）の全景

石積み護岸の構造図

※ 柵（しがらみ）とは
水流をせき止めるために、川の中に杭を打ち並べて、それに木の枝や竹などを横に結びつけたもの。



地形モニタリング結果（航空写真）

４４

震災による津波の影響により、砂州が消失し、漁港内（南北上運河）へ砂の
堆積などが生じており、これまでの河口域の状況が一変してしまいました。

河口域の状況変化を把握するため、定期的な測量及び航空写真撮影などの
モニタリングを実施しております。

H22年9月18日 撮影
（野蒜観測所水位：TP＋0.51）

H23年3月23日 撮影
（野蒜観測所水位：TP－0.90）

H25年6月24日 撮影
（野蒜観測所水位：TP－0.98）

H26年7月12日 撮影
（野蒜観測所水位：TP－0.91）

H27年12月1日 撮影
（野蒜観測所水位：TP－0.28）

H24年6月24日 撮影
（野蒜観測所水位：TP－0.71）

砂州堆積範囲
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震災より約１年３ヶ月経過 震災より約２年３ヶ月経過

1.0kp

0.4kp

0.0kp

0.2kp
南北上運河

導流堤部

0.13kp

震災前 震災直後

震災より約４年９ヶ月経過
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震災より約３年４ヶ月経過



地形モニタリング結果（航空写真）

４５

震災による津波や地盤沈下の影響により、北上川河口域では浸水や砂州の消失
が生じてしまいました。

河口域の状況変化を把握するため、定期的な測量及び航空写真撮影などの
モニタリングを実施しております。

0.0k

0.1k

-0.2k

震災前

H19年12月8日 撮影
（福地観測所水位：TP＋0.32）

0.0k

0.1k

-0.2k

震災直後

H23年4月5日 撮影
（福地観測所水位：TP－0.74）

0.0k

0.1k

-0.2k

震災より約１年半経過

H24年9月15日 撮影
（福地観測所水位：TP－0.62）

0.0k
0.1k

-0.2k

震災より約２年９ヶ月経過

H25年12月23日 撮影
（福地観測所水位：TP－0.22）

0.0k
0.1k

-0.2k

震災より約３年半経過

H26年9月9日 撮影
（福地観測所水位：TP－0.65）

0.0k
0.1k

-0.2k

震災より約４年９ヶ月経過

H27年12月1日 撮影
（福地観測所水位：TP－0.23）



○コヨシキリ
• コヨシキリは、少し乾いたヨシ原を好み繁殖地として利用します。
• 震災前は、多くの個体が北上川のヨシ原を繁殖地に利用していました。
• 震災後は、ヨシ原の減少等により、繁殖のために飛来する個体は少なくなりましたが、現在ではヨシ原の回復

とともに飛来個体数が回復傾向となっております。

河口部の環境変化モニタリング

 震災による津波や地盤沈下により、河川に生息する生物の生息環境が受けた影響を
把握するため、北上川、旧北上川、鳴瀬川の河口域において、概ね5年間程度（平成23～
27年度）の環境モニタリング調査を実施しています。

 段階的な中間評価や復旧事業の進捗状況も踏まえながらモニタリング計画を修正・更新
して実施し、今後の河川管理に活用していくことにしています。

４６

コヨシキリ、オオヨシキリの生息数

○オオヨシキリ
• オオヨシキリは、コヨシキリが好まない湿ったヨシ原

を繁殖地として利用します。

オオヨシキリコヨシキリ

【震災前】

【震災後】

【震災前】

【震災前】

【震災後】

【震災後】

北上川河口域における震災前後のコヨシキリ、オオヨシキリの生息数

北上川河口（震災直後）

枯れた抽水植物

鳴瀬川河口（震災前）北上川河口（震災前）

鳴瀬川河口（震災直後）

・砂州消失して海との連続性が高くな
り、海水が入りやすくなった可能性が
ある。
・地盤沈下によって高水敷の冠水頻
度が高くなった可能性がある。



震災の爪あとから回復し始めた自然環境

 北上川、旧北上川、鳴瀬川の河口域の環境モニタリング調査を実施するなかで、震災に
よる津波や地盤沈下により、河川に生息する生物に減少が見られましたが、少しづつ回
復が見られます。

４７

○ホンドタヌキ
• 小動物等の餌の回復にともな

い、増えてきました。

○ホンドジカ
• 数が増えてきてます。

一方、植物への食害
も懸念されます。

○ホンドテン
• 小動物等の餌の回復にともない、

確認されるようになりました。

○北上川河口のハマエンドウ群落
• 震災前のような、砂州の回復はまだまだですが、

回復してきた砂州にハマエンドウ群落が回復し
ました。（北上川河口を特徴する代表種）

○ハマハコベ
• 回復してきた砂州に見られたハマハ

コベ（宮城県ＲＤ：絶滅危惧Ⅱ類）

○北上川河口の水鳥
• 回復してきた砂州に多くの水取鳥が見られ

ます。

○ホンドアカネズミ
• 餌となる昆虫の増加にあわせ、

個体数が増えています。

○トウキョウダルマガエル
• 北上川の水辺にいます。（環

境省ＲＤＬ：準絶滅危惧種）



震災で流出したナミキソウを再生

 津波で植物重要種のナミキソウが流されてしまいました。ナミキソウがあった箇所の土砂
を上流に移設保存管理し、そこで土砂の中にあったタネから発芽、生育してきたナミキソ
ウを、砂州が回復し始めた河口に戻し自然再生のお手伝いをしました。

 震災により、河川背後地の土地利用が変わり、生息する鳥類に変化が見られます。市街
地、農地、樹林が減少し、ツバメ、ムクドリが減少しています。一方、水鳥は増えています

４８
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◆ 旧北上川河口部における生息環境別の種数割合の変化◆ 北上川河口部における生息環境別の種数割合の変化
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河口部から上流部に移設

上流部から河口部に植え戻し

北上川左岸14.3kmに表土を移設し管理
（H25年3月～）

移設した表土に再生した
オオクグ

移設した表土に再生した
ナミキソウ

震災後に少なくなった鳥類

キジ（樹林）

ツバメ（市街地）

ムクドリ（農耕地） カワラヒワ
（市街地）

市街地、農耕地、樹林に住む鳥が減少 市街地、農耕地、樹林に住む鳥が減少

水鳥が増加水鳥が増加

北上川河口域における重要植物の保全

管理状況（除草）



ヨシ原の自然回復

４９

（H26.6.2）

2m

（H24.9.14）

2m

ヨシ原の縁部で地下茎が延伸し、生育範囲が回復（左岸6.5k付近）ヨシ原面積の回復推移

震災後、地盤沈下による冠水頻度の変化、津波堆積物などによる生育環境
の変化により、北上川河口部のヨシ原が約半分の面積まで消失しました。

 ヨシ原の生育面積については、次第に回復しています。

4年間で約15ha回復
（16％回復）

H27年9月

震
災
発
生

(+1) (+5)
(+7)

(+1)

H23年3月

※ 生育の範囲は、空中写
真から判読し、GISソフトを

使用し算出。

凡例
■：震災前の生育箇所
■：震災後の消失箇所
■：震災後の復元箇所

震災前H20年9月

震災後H23年9月

震災後H25年10月

震災後H26年9月

震災後H27年9月

H26年からほとんど変化なし

回復なし

5.5k

5.5k

5.5k

5.5k

5.5k

5kより上流側ではシカ食害あり

震災前後のヨシ原の変化



河川の塩分濃度の上昇

 下流・中流区間の個体数は震災前に比べて大きく減少しました。上流区間では平成23年
には一定の生息状況を確認しましたが、その後大きく減少しました。

 震災後、飯野川水質観測所（15k付近）の塩分は、海水の塩分と同等の30psu（ほぼ海水）
を超える日が増加しており、シジミには厳しい生息環境となっていると想定されます。

• 調査用小型貝桁網に5mmメッ
シュの網を張り、小型個体を採取。

• 採取時には50m間隔でブイを設
置し、等速で貝桁網を50m曳航。

同じジョレンを用いて
サンプリング

 

●サンプリング調査結果

●飯野川水質観測所（15k地点）の塩分経年変化

• 底層塩分の観測値。毎時データの比率を示す。

• 海水の塩分は30～35psu程度。

塩
分
増
加

調査位置図

北上川のヤマトシジミ

（H22撮影）

５０

シジミのサンプリング調査

震災前 震災後

塩
分
増
加



５１

憩いの空間を⽣み出すまちづくり
時の流れの早さを実感しています。

あの３．１１⼤津波から５年過ぎよう
としています。

北上川と共に歴史を重ね、発展して
きた⽯巻の中⼼市街地が、⼀瞬の内に
ガレキの⼭となってしまいました。北
上川に係留されていた船舶が、内海橋
の上に乗りかかったり、建物に突きさ
さったり、想像をはるかに超えた状況
がそこにありました。

でも今思うと、あの厳しい状況の中
にいたにもかかわらずダメージの⼤き
な⽯巻に“失望”はしませんでした。こ
れ以上は悪くはならない、こういう時
にこそ“元気”“前向き”が必要なんだと
⾃分⾃⾝に⾔い聞かせ、そう信じて前
に進む以外ありませんでした。

ライフラインの復旧打合せからはじ
まり、⽔産界の⼈達は率先して腐敗し
はじめた冷凍庫の⿂50,000ｔを海に放
棄する活動に全⼒で取り組みました。
⽯巻漁港の背後地にあった会社に⾏け
たのは３⽉１３⽇でしたが、真暗な牧
⼭トンネルを毎⽇歩いて⾏く時に“歩け
歩け どんどん歩け”の⼩さな声で歌い
ながら、⾃分を励ましていました。そ
して各⽅⾯で皆が助け合い、⾜もとの
問題から復興に⽴ち上がった多くの市
⺠の団結の姿は、希望の灯となりまし
た。

⼀級河川でありながら、無堤地帯で
あった北上川下流沿岸に、安全安⼼の
堤防プランが提⽰され、議論が始まり
ました。紆余曲折はありましたが、⽯
巻らしさを失うことのない着地点にた
どりつき、復興街づくりがスタートし
ました。そして、多くの河川の専⾨家
の皆様の協⼒により、新しい⽯巻のシ
ンボルとなるプロムナード付の堤防が

実現する事になり、⼼が躍ります。
近い将来完成する北上川は、想像し

ている以上に市⺠に親しまれ、集い、
憩い、楽しめる空間になります。 ⼤
きな災害を受け、⼈⼝減少が⼼配され
ている⽯巻は、新しい姿になった北上
川によって、他の都市に真似のできな
いキラリと光り輝く街になると信じて
います。

⽯巻は、仙台とその特⾊を補完し合
い、例えば東京と横浜・⼤阪と神⼾の
ような関係になれるよう、街磨きをし
ていくその中⼼が北上川なのです。そ
の為には、私達市⺠⼀⼈⼀⼈が誇りを
もって、⺟河川北上川を⾃分たちの財
産として⼤切にし、北上川のパワーを
⾃分達の元気にしていく事が⼤切なの
だと思います。
“今度の⼟曜⽇は北上川沿いでデートし
よう”
“毎週、マイ花⽕が打ち上がる北上川を
散歩しよう”
“南浜祈念公園からマンガ館まで、北上
川のプロムロード歩こう”
“⽯巻の川開きの花⽕は、臨場感あって
最⾼だね”
といった会話を⽿にする事を思い、１
⽇も早い新北上川の延⽣を⼼待ちにし
ている毎⽇です。

＜コラム２＞まちづくりとの連携①

「北上川」あっての⽯巻
⽯巻商⼯会議所

会頭 浅野 亨 様



５２

安全で安⼼して暮らせる町づくり

先の東⽇本⼤震災の⼤津波襲来に
より、当野蒜地域の沿岸部において
は、⼀瞬にして、多くの住宅や、町
の基盤が破壊され、また５１０名を
越える尊い⼈命が奪われる等想像を
絶する壊滅的な被害がもたらされて
から、間もなく丸５年が経過いたし
ます。

この間、鳴瀬川・吉⽥川両河川堤
防、野蒜⽔⾨、東名運河堤防等の被
災施設の早期復旧、復興に向け、国
⼟交通省北上川下流河川事務所、宮
城県東部⼟⽊事務所及び東松島市が
連携しながら取り組んでいただいた
結果、特に国交省所管に係る被災施
設については約８割強復旧しつつあ
るよう仄聞致しております。

また、東松島市におかれましても、
現在造成中の野蒜北部丘陵団地への
⾃⽴再建⼾建⽤の画地が、本年5⽉か
ら順次引き渡しがはじまります。

ようやく待ちに待った、安全で安
⼼して暮らせる町づくりが始まりま
す。早い時期に震災前のように、東
名運河と幻の野蒜築港跡等を利活⽤
した、イベント等を開催し、被災地
に再び賑わいを取り戻せるよう、取
り組んで参りたいと存じます。

＜コラム２＞まちづくりとの連携②

東⽇本⼤震災発⽣から
丸５年の時を経て

野蒜まちづくり協議会

会⻑ 斎藤 寿朗 様

東松島市提供

東松島市提供



３．復旧にあたっての
取組

平成２３年１１月～
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３．１ 堤防の整備方法
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河口部の堤防復旧手順
（段階的に安全性を向上）

満潮時に河川側から逆流し、
道路側溝等より湧水が発生

浸水防止壁
（パラペット）
ＴＰ１．７ｍ

旧北上川

 地盤沈下により、河川水位の上昇による
市街地の浸水リスクが増大

 満潮時等には旧北上川から市街地に
河川水が逆流し、湧水が発生

 川側に鋼矢板を打設し、満潮時等の
市街地への逆流を防止

 鋼矢板を打設した後、順次、盛土による
築堤を行うことによって洪水、高潮、
津波から背後地を守る（本復旧事業）

内水排除のための
ポンプ所設置
（背後地の自治体）

現状（緊急的な浸水対策実施後）

平成26年度～平成30年度（予定）

浸水防止壁
（パラペット）
ＴＰ１．７ｍ護岸矢板打設

旧北上川

×
××

旧北上川

平成24年度末～

計画堤防高 ＴＰ７．２ｍ

Ｐ
堤防設置（本復旧）

鳴瀬川・北上川

応急復旧 平成２３年 出水期までに完了済み

応急復旧

被災した堤防

本 復 旧

本復旧した堤防

被災前の堤防高

堤防整備

堤防整備

平成２８年度までに完了予定

整備計画の策定・
変更後の堤防高

 応急的に従前の堤防の高さまで復旧

 従前と同程度の安全水準までの復旧を
平成２４年出水期までに実施

 地域の復興計画と整合を図り、海岸堤防
と一連となって効果を発揮するよう河川
堤防を整備
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旧北上川軟弱地盤対策検討会

震災後の堤防とヨシ原の状況

ヨシ原堤防

着工前 施工中

旧北上川の築堤については、厚いところで約40mもの軟弱地盤上に盛土するため、堤防の
沈下と、沈下による周辺への影響を正確に分析・検討し施工する必要がある。

そのため9名の学識者・専門家・行政による検討会をH27.10に設立し検討を進めている。

【委員メンバーリスト】 （敬称略）

【第2回委員会H28.2.10開催】

【沈下検討をしている区間】

【検討会による湊地区試験盛土機器配置】

【第1回委員会H27.10.7開催】

試験盛土を行い、沈下の精度を
把握して、今後の検討へ活用を
図る。

軟弱層6.10m

軟弱層5.30m

【第2回委員会H28.2.10開催】
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粘り強い堤防を施工中

 設計値を超える巨大な津波が来襲しても堤防の効果を粘り強く発揮
できるよう、河口部においては粘り強い構造を採用しています。

 当該構造により、堤防が破壊、倒壊するまでの時間を少しでも長くする
とともに、堤防が全壊（完全に流出した状態）に至る危険性を低減します。

鳴瀬川河口の粘り強い堤防の施工状況（東松島市浜市地区）

５７

陸側 海側

陸側被覆ブロック覆土施工前

粘り強い堤防の一般的イメージ

計画堤防高(TP+7.2m)

1:3
.0

1:3.0

ポイント① 法尻部の強化

越流水の方向を変え、裏法尻の洗掘
を堤防本体から遠ざける。また、基礎
処理により、洗掘への抵抗性を向上。

ポイント③ 天端被覆工の補強

天端被覆工の部材厚を確保。また、
空気抜き孔を設け、越流時の堤防内
の有害な空気圧を抜く。

ポイント② 陸側法面の補強

被覆工の部材厚を確保し、被覆ブロックの連結を
かみ合わせ構造とすることで、越流時に下流側
となるブロックの突出を防止。



３．２ 効率的な事業執行
のための取組
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事業執行の促進
東日本大震災河川復旧・整備推進本部

５９

推進本部会議の実施状況

【本局会議】 ※不定期
・事務所課題に対する指導・助言
・状況報告

【推進本部会議】 ※毎月
・他ユニットとの情報共有
・事務所としての課題解決・

対応方針決定
・定例会議議題の調整

【ユニット会議】 ※隔週
・情報共有、課題の抽出
・個別案件の対応・調整

情
報
共
有

情
報
共
有

チーム安全・監督

チーム事業調整・ＰＭ

チームＣＭ

チーム入契・技術審査

チーム予算・発注

旧北上川ユニット

鳴瀬川ユニット

北上川・長面ユニット

大規模事業所ユニット

不法係留船対策チーム 用
地
推
進
チ
ー
ム

３河口部事業調整グループ

事業執行・予算管理グループ

維持管理グループ

旧北上川ｸﾞﾙｰﾌﾟ

鳴瀬川ｸﾞﾙｰﾌﾟ

北上川ｸﾞﾙｰﾌﾟ

維持管理グループ

本
部
長
（事
務
所
長
）

災害復旧費及び復興枠の事業執行・
発注・予算管理を円滑かつ計画的
に行います。

３河口部について、地元自治体の
復興計画との整合を図り、県等関係
事業者と調整しながら、さらに地元
とも意見交換し、復旧・整備の推進を
図ります。

効率的・効果的な河川維持管理の
推 進 に 向 けて事 務 所 の総 合 力を
発揮して現場の諸課題に対応します。

鳴瀬川ユニット会議の実施状況

北上川下流河川事務所では、北上川、旧北上川、鳴瀬川河口部の復旧復興
事業を早期に完成させるため、東日本大震災河川復旧整備推進本部を設置し、
各河口部でユニットを組織することで事業の促進を図っています。



事業進捗監理で活用した例

H27新規

課題№

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 01月 2月 3月

1 北上川事業全体 2012/9/5 2018/1/11 1,341日

2 　新北大橋工事（通行止め）
H28年4月～6月のうち約2ヶ月間
終日全面通行止め

宮城県 関係機関 2016/4/1 2016/6/30 30日

3 　　左岸 2012/9/5 2018/1/11 1,955日

4 　　　　（左岸L1-1工区） 2013/2/1 2018/1/11 1,806日

5 　　　　関係機関打合せ・協議 2014/4/2 2015/7/31 486日

6 　　　　　県堤防と接続に関する打合せ 済 宮城県 工務第三課 細井 2014/4/2 2015/6/30 455日

7 2 　　　　　下水道処理方法の決定 済 石巻市 工務第三課 細井 2015/1/29 2015/7/31 184日

7-1 　　　　　既設構造物の取り扱い 市と協議済
宮城県
石巻市

工務第三課 細井 2015/9/1 2015/12/15 106日

8 　　　　道路管理者協議 2015/5/1 2018/1/11 987日

9 12 　　　　　切廻し道路協議 済 宮城県 工務第三課 細井 2015/5/1 2015/7/31 92日

10 　　　　　道路引き渡し手続き
宮城県

石巻警察署
工務第三課 2015/5/1 2017/3/31 701日

11 　　　　　占用変更手続き（国道398号線） 宮城県 占用調整課 2015/5/1 2018/1/11 987日

11-1 　　　　　道路協議（完成時） 宮城県 工務第三課 細井 2015/5/1 2017/9/30 884日

11-2 40
　　　　　築堤に伴う既設国道398号線の

　　　　　 処理手続き（県所有物）
済 宮城県 工務第三課 細井 2015/5/1 2017/12/31 976日

12 　　　　公安協議 2015/6/1 2015/7/31 61日

13 12 　　　　　切廻し道路協議 済 石巻警察署 工務第三課 細井 2015/6/1 2015/7/31 61日

14 　　　　ライフライン協議 2015/2/2 2017/10/21 993日

15 　　　　　　工程調整協議 8月4日合同会議実施済
東北電力、水道企業団、

NTT、石巻市、東北イ ンテ

リジェ ント通信
工務第三課 大池・古中 2015/2/2 2015/8/4 184日

15-1 　　　　　　設計書内容の事務所審査等
東北電力、水道企業団、

NTT、石巻市、東北イ ンテ

リジェ ント通信
用地第一課 2016/7/2 2016/9/1 62日

16 　　　　　電力(東北電力) 2016/4/1 2017/4/15 380日

17 　　　　　　協議(設計その他) 工務第三課 大池・古中 2016/4/1 2016/7/1 92日

18 　　　　　　移設 関係機関 2016/8/2 2016/10/1 61日

19
　　　　　通信
　　　　　 (NTT、市情報、東北インテリジェント通信)

2016/5/1 2017/4/1 336日

20 　　　　　　協議 工務第三課 大池・古中 2016/5/1 2016/8/1 93日

21 　　　　　　移設 関係機関 2016/10/2 2017/4/1 182日

22 　　　　　上水道 2015/2/2 2017/10/21 993日

23 　　　　　　協議(築堤図面提供・施工時期提示) 工務第三課 大池・細井 2015/2/2 2017/5/31 850日

24 13 　　　　　　仮設協議 概ね完了 工務第三課 大池・細井 2015/4/6 2015/10/27 205日

25 13 　　　　　　仮移設(河川事務所施工) 現場と水道企業団で打合せ済 出張所 2015/11/1 2015/12/15 45日

26 　　　　　　本移設(災害申請で水道企業団施工) 関係機関 2017/9/1 2017/10/14 44日

27 　　　　協議 2013/7/1 2015/7/31 761日

担当者
2016年度

平成28年度

2017年度

平成29年度

北上川河口部災害復旧事業　事業工程表

2015年度2014年度

平成26年度 平成27年度
担当課 開始日 終了日協議先 期間進捗状況課題名番号

業者確定まで4ヶ月

L1‐2～L1‐3の一次盛土完了後

新北全体 細別（用地関係）
左岸・右岸全体 細別（設計調査）
工区全体 細別（工事）
種別 その他
細別（関係機関） 実施工程

バーチャート凡例

国道切り替え

現地立会

3月期限
1月、2月期限
期限切れ

二次盛土、国道取付取付、

坂路完了後

抜柱

平成27年11月1日～平成28年6月30日

車道部夜間通行止め
4月～6月の内約2ヶ月間新北上大橋工事(通行止め)

平成27年11月1日～平成28年9月30日

昼間片側交互通行及び歩道部終日全面通行止め

仮設撤去

新北上川ユニット　　課題管理表 【業務管理、調整のために共有が必要と判断される課題等の概要と対応方針】 黒文字： H27.6.14以前

H28.2.1印刷
赤文字： H28.1.13以降更新

№ 工区 工事名 項目
課題・問題・要調整事項

※１課題１行を目安にしてください

□対応（案）　　■進捗状況

※When（目標日、完了日），Who(主務以外が行為者の場合は誰が)を記載してください

次のステップまで

の期限
関係機関 主務

28 全域 光ケーブル計画 築堤の施工と平行して光ケーブルを施工する為、光ケーブルの復旧計
画が必要
遅れると南釜谷崎下流地区工事の工程に影響する。期限は10月16日
新北大橋の添架部分の設計をH27年度中に完了させないと県で設置
する足場を利用できなくなる。（H28年度から管路添架工事を行う、県
の足場を利用）

■設計中 　9月中に完了予定
 ・渋井川災害対応に伴い、打合せ延期　打合せを10月上旬に希望7日に実施
 ■設計担当者から金曜日に図面が提出されたが、管理技術者より指摘受け再提出を言われている。10月19日に再提出予定
■工事進捗に影響するL3工区（月浜第一水門上流）について図面提出済（H27.10.22)
・11月中に管理課、防災情報課と打合せを行う（H27.10.22)
■12月9日に 最終打合せを 行う予定（H27.11.19)実施
・12月9日の修正内容を踏まえて 1月2月3日に最終打合せを行う予定

H28年1月29日
（南釜谷崎、月
浜）

CM

左岸
13 L1  北上川下流十三浜立神地区工事（予定）

北上川下流十三浜月浜地区工事 （予定）
水道移設・既設水道管撤
去に関する協議及び施工
方法確認

水道仮移設に伴い、水道企業団との覚書の取り交わし及び仮移設の
線形、施工方法等の確認が必要

■十三浜の水道移設協議が完了し、9月17日に覚書が取り交わされた（H27.9.17）
・今後、施工などに関しての詳細などは施工業者が決まった段階で再度、水道企業団を訪れ確認する
・水道仮移設は十三浜月浜地区工事で施工 予定（H27.10.19)
■水道企業団と現地にて接続部を確認済み（H27.10.22）
■ 近日中に現場と水道企業団で打合せ済 予定（H27.10.30)
 ・国道横断部施工前に県に手続きが必要（H27.11.02）
■国道横断部の施工について宮城県に電話にて確認済み（H27.11.13）
■11月17日に現地にて施工業者と水道企業団で打合せを行った（H27.11.17)
■水道管の管割図を作成し、水道企業団に確認中（H27.12.10）
・1月12日から仮設水道管着手予定（H27.12.15）
■水道の切り替えは2月中旬の予定（H28.1.13）
■仮設水道管設置ライン上の借地交渉済み（民地）（H28.1.22）

 H27年11月30日
 H28年1月4日
H28年2月中旬

石巻市水道企業団
宮城県

工務第三課
大池建設専門官
細井係長

15 L1
、
L2

未確定 L1-3始点～月浜第二水
門の施工計画（月浜沢川
樋門切替、洞窟の排水含
む）

L1-3始点～月浜第二水門の施工に伴い、全体的の施工計画の検討
が必要

H28年度にL2本堤が概成する施工方法の検討が必要（H27.12.22)

 ■検討中（9月24日に大池建設専門官と途中経過の打合せを行った。
■月浜第二水門周辺～L1-3までの施工方法について、平面上のステップ図を作成し打合せ済み（H27.11.19）
■全体計画の完成版を12月18日を目標に作成中（H27.11.16）
■施工方法再検討中（H27.01.12）

 H27年11月30日
 H27年11月18日
 H27年12月18日
済（今後随時更
新）

CM

16 L1 未確定 市道取付道路の設計
（北上志津川線、釜谷崎
月浜線）

市道取付道路の道路設計
遅れると市道取付道路に関する手続き（付帯協議）に影響有り
仮回し中（川表坂路通行時）の線形修正が必要

 ■9月中に完了予定
 ■図面は作成済みである。10月1日に打合せを希望している。実施（H27.9.28）
 ■縦断計画修正及び川表側の坂路設計中　10月中に提出予定
■川裏側の平面・縦断線形設計完了、川表坂路部設計中（H27.11.12）

 H27年9月30日
 H28年1月31日
H28年6月30日

河北警察署（交差点協
議）

CM

29 L1 L1施工ステップ検討 ライフライン協議や今後の発注計画を立てる上で迂回路の整備、水道
の切り廻し、一次盛土、電力等の移設、二次盛土等の一連の施工ス
テップ計画が必要

H28年度にL1-3本堤が完成する施工方法の検討が必要（H27.12.22)

■10月7日に打合せを行い現在修正中
■L1施工ステップ作成済（H27.10.20）
・ 工程について確認が必要迂回路への切り替えを1月20日に設定（H27.11.2）
・現場からの一次盛土予定工程をL1事業工程に反映し修正済（H27.12.14）
■施工方法再検討中（H27.01.12）

 H27年10月30 日
済（今後随時更
新）

石巻水道企業団
東北電力
NTT
東北インテリジェント通信
石巻市

CM
工務第三課
大池建設専門官
細井係長

33 L1 未確定 急傾斜地崩壊危険区域
内行為協議

一次盛土施工箇所に急傾斜地崩壊危険区域があり、区域内で行為を
行う場合協議が必要。
協議が遅れると一次盛土以降の工程に影響がある。

■10月23日に東部土木事務所と協議に関する打合せ済
■協議中（申請済み）
■11月5日県より同意する旨文書が届いた
・着手前に着手届、完了時に終了届が必要となる　届出は工務第三課が行う（H27.11.16)
■着手届を宮城県に提出済（H27.12.17）

 H27年12月15日
済

宮城県 工務第三課
細井係長
CM

課題管理表に課題を一元管理し、時点修正していく。

更新・変更は赤文字で担当者が更新。

事業執行の促進
プロジェクトマネジメント（PM）・コンストラクションマネジメント(CM)

６０

ユニット会議開催状況

事業全体工程の確認
→事業執行に必要な行動タスクの

洗い出しし、事業全体工程表に
反映

課題の見える化
→主要な課題を事業平面図に吹き出し、

懸案となる箇所の見える化を図る

課題の早期解決に向けた事業執行監理

課題の抽出、対応状況とりまとめ
→事業工程表に対応した各タスク

に関わる課題を抽出し、重要度、
対応経緯、期限等を明示

 北上川・旧北上川・鳴瀬川の復旧・復興事業において、事業執行の効率化を図るために、
事業全体のマネジメントを行う事業（Project）執行監理（Management）（通称：PM）を実施
し、事業執行体制を強化しています。

 事業全体の効率的な執行のため、①事業管理状況の把握、②事業全体の工程管理、
③関係機関との各種調整、④事業推進にあたり支障となる課題・懸案事項の解決策の
検討・提案を行い、事業のマネジメントを行っています。

 施工監理（CM）と連携することで、工事を進めるにあたり支障となる課題を早期に把握・
解決し、事業の遅延を未然に防ぎ、復旧・復興事業の推進を図っています。

 事業で発生した課題の抽出や課題に対する対応経緯を
とりまとめ、「誰が」「いつまで」「何をすべきか」等ユニット
会議で提起しています。

 関係各課が事業執行上の課題に向けた共通認識を図る
ことができ、事業執行の円滑化に繋げています。

 北上川・旧北上川及び鳴瀬川河口部の復旧・復興事業において、効率的な事業執行、
復旧に係る工事の適正な履行および品質確保を目的に、事業調整から施工監理に至る
まで、PM・CM業務で一元的にマネジメントを実施しています。

プロジェクトマネジメント（PM）



[工程管理]工事工程進捗の確認
→各工事の進捗を常に管理し、工程

の調整を行っている。

事業執行の促進
プロジェクトマネジメント（PM）・コンストラクションマネジメント(CM)

６１

 北上川、旧北上川、鳴瀬川の河口部堤防復旧工事について、請負契約の適正な履行
及び品質確保を目的にマネジメント（調整検討・施工管理）を行う施工（Construction）監
理（Management）（通称：CM）を実施しています。

 適切なマネジメントを実施するにあたり、①効率的な工事管理②確実な品質管理
③適切な工程管理④事業全体のトータルコストの縮減の方針を念頭に復旧工事を
マネジメントしています。

 工事中に発生する課題は、各設計者及び事業監理（PM）担当者との速やかな情報共
有と技術的なアプローチにより、早期解決を図っています。

[トータルコストの縮減]
施工工程(工程管理)の調整を行うことで

・ブロック等資材の流用計画策定
・築堤土砂の流用計画の策定

具体的な実施内容と効果

[品質管理]
→工事工程会議や現場確認に調整

検討メンバーが加わることで、確実
な品質管理を図っている。

工程会議の様子

仮設護岸ブロックの転用

築堤土砂の転用

コンストラクションマネジメント（CM）

その他の取組事例

Ｐ

Ｍ

ライフライン移設協議 堤防整備で支障となる施設の調査・資料作成及び移設協議等

関係機関協議・手続き 他機関事業計画との調整協議、土壌汚染対策法手続き、文化財協議他

地域との合意形成 市民部会の開催支援、地域住民からの要望等情報収集を実施

事業の見える化 各種パンフレットや地域への情報誌作成支援

Ｃ

Ｍ

設計照査 設計図書の技術照査

工事相談窓口の運用 事業に関する要望や意見を集約し、関係機関と連携して対応

事業の見える化 工事だよりの作成と配布

業務体制業務体制

地
元

関
係
機
関

民間技術者チーム

建設コンサルタント・施工会社等

事
務
所
チ
ー
ム

事業管理チーム

施工監理チーム

設計チーム

工事管理チーム

情
報
共
有

調
整

調
整

ＰＭ・ＣＭ

調整

連
携



行政機関の情報共有・連携強化
石巻・東松島地区復興防災基盤連絡調整会議

○会議メンバー
・石巻市、東松島市、宮城県（東部土木事務所、

東部地方振興事務所、石巻港湾事務所）、
北上川下流河川事務所

○取組内容
・防災基盤整備関連の情報共有と連絡・調整
・地域の方々の防災意識の向上に資する講演の開催

［関係機関等の連絡調整］

６２

 石巻市・東松島市の基盤整備に関係する行政機関で、情報を共有して地域の安全・
安心を確保しつつ、効率的に整備を進めるため「石巻・東松島地区復興防災基盤連絡
調整会議」を組織しました。

H23.11.8
①石巻・東松島地区復興防災基盤連絡調整会議 ［第１回］

・河川堤防復旧の考え方、スケジュール等
公開

H23.11.14
②第１回 防災講演会（東北大学大学院 真野教授）
・地震・津波と復興計画、防災及び減災に向けた備え

公開

H23.12.2
③石巻・東松島地区復興防災基盤連絡調整会議 ［第２回］
・インフラ復興に関する課題への対応方針

公開

H23.12.2
④第２回 防災講演会（三条市 國定市長）
・三条市の防災まちづくり

公開

H23.12.27 河口部河川堤防高（案）の提示

H24.1.6
⑤石巻・東松島地区復興防災基盤連絡調整会議 ［第３回］
・堤防計画の基本諸元説明（計画堤防高案）等

公開

H24.3.23
⑥石巻・東松島地区復興防災基盤連絡調整会議 ［第４回］
・河口部堤防設計（素案）

公開

H24.7.18
⑦石巻・東松島地区復興防災基盤連絡調整会議 ［第５回］
・復興事業の進捗状況等

公開

H24.8.4
⑧第３回 防災講演（東北大学災害科学国際研究所副所長 今村教授）
・東日本大震災の津波被害と今後の備えについて

公開

H24.11.14（方針）
H24.11.20（計画）

北上川･鳴瀬川水系河川整備基本方針の変更、整備計画の策定･変更

H24.12.12
⑨石巻・東松島地区復興防災基盤連絡調整会議 ［第６回］
・復興事業の進捗状況等

公開

H25.2.2
⑩第４回 防災講演（ＮＨＫ解説主幹 山崎 登 氏）
・地域の力で災害の被害を減らす

公開

H25.2.27
⑪石巻・東松島地区復興防災基盤連絡調整会議 ［第７回］
・復興事業の進捗状況とＨ２５年度の事業予定

公開

H25.8.6
⑫石巻・東松島地区復興防災基盤連絡調整会議 ［第８回］

・復興まちづくり、復旧・復興事業の進捗
公開

H26.2.6
⑬石巻・東松島地区復興防災基盤連絡調整会議 ［第９回］

・復興まちづくり、復旧・復興事業の進捗
公開

H27.1.29
⑬石巻・東松島地区復興防災基盤連絡調整会議 ［第１０回］

・復興まちづくり、復旧・復興事業の進捗
公開

第10回連絡調整会議（H27.1.29）



堤防整備に向けた関係機関との連携
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長面地区復旧連絡調整会議 （H23.7.21～）

河北地域実務者会議 （H25.6.18～）

長面地区復旧連絡調整会議は、震災で甚大な被害を受けた北上川河口部
に位置する長面地区の復旧について、関係機関の復旧スケジュール、役割
分担などの連絡調整を行うため、関係１２機関で設置しました。平成２５年度
からは、石巻市が実施する防災集団移転促進事業との調整も合わせて行う
必要から、石巻市が設置した河北地域実務者会議へ移行し調整を行って
います。

国土交通省 東北地方整備局 北上川下流河川事務所
農林水産省 東北森林管理局 宮城北部森林管理署
宮城県 東部土木事務所

東部地方振興事務所 農業農村整備部
〃 林業振興部
〃 水産漁港部

石巻市 復興政策部 、 産業部 農林課、水産課
復興事業部 、 建設部 基盤整備課
河北総合支所

北上川沿岸土地改良区
宮城県漁業協同組合 河北支所
いしのまき農業協同組合 河北地域本部

構成メンバー

石巻復興まちづくり推進会議

河北地域
実務者会議

市街地
ＷＧ

半島
ＷＧ

公営住宅
ＷＧ

北上地域
実務者会議

雄勝地域
実務者会議

牡鹿・本庁
半島地域
実務者会議

河北地域実務者会議の位置付け

・関係機関の復旧スケジュールの確認・調整
・工事実施にかかる役割分担の調整（仮設道路の設置・

路面清掃・排水作業）
・ライフライン事業者（電力）との調整
・行方不明者捜索調整

これまで１５回の会議を開催し、

などを行っています。

長面地区復旧連絡調整会議

河北地域実務者会議

H23. 7.21 第１回会議

H23.10.12 第２回会議

H23.11.18 第３回会議

H24. 2.20 第４回会議

H24. 6. 1 第５回会議

H24. 9. 4 第６回会議

H24.11. 8 第７回会議

H25. 1.15 第９回会議

H25. 2.28 第10回会議

H24.12.26 第８回会議

H25. 6.18 第１回会議

H25. 8.29 第２回会議

H26. 3.25 第３回会議

H26. 7.16 第４回会議

H27. 6.26 第５回会議



堤防整備に向けた関係機関との連携

いしのまき水辺の緑のプロムナード計画（案）〔平成２４年１０月〕より抜粋

拠点のイメージ例

○石巻商工会議所との情報交換（H23.9.6～）
○宮城県東部土木事務所及び石巻市を加えた4機関による情報交換

（H24.3.6～)

川まちづくり連絡会議（H24.7.13～）

いしのまき水辺の緑のプロムナード計画懇談会（H24.7.2～）

地元経済界との連携

官・民・学の連携

○堤防や水辺の活かし方、石巻らしいまちづくりに向けた情報共有と意見交換
を図り、まちづくりに関連する事業を推進するため石巻市が設置。

○新たに整備される堤防・護岸を活かし、背後のまちと水辺のつながりを生み
出すプロムナードの具体的な内容を検討するため石巻市が設置。

○コンパクトシティ
いしのまき街なか創生協議会

６４



川まちづくり実務者会議（H25.5.28～）

○ 旧北上川河口部で行われる石巻市の復興まちづくりに関連する各事業
において、共通する課題の解決やスケジュールなどの調整を行い、事業
の円滑な推進を図るため、石巻市が設置しました。

これまでに１１回の会議を開催
主に以下の案件について議論を行っているが、会議には学識者にも参加
いただき、アドバイスをいただいている。

○内海橋周辺地区の事業
○鎮守大橋（仮称）周辺地区の事業
○ライフライン

宮城県 東部土木事務所
石巻市 復興事業部 基盤整備課 区画整理第２課

産業部 産業推進課
建設部 河川港湾室 都市計画課

国土交通省 北上川下流河川事務所

・周辺事業の課題整理
・内海橋架替位置、形式等の検討
・ライフライン管理者と移設に係る情報共有と

移設に係るルールづくり
・各種事業スケジュールの調整 など

堤防整備に向けた関係機関との連携

６５

石巻復興まちづくり推進会議

市街地ＷＧ半島ＷＧ 公営住宅ＷＧ

川まちづくり
実務者会議

住宅地・産業地
実務者会議

【位置付け】

【これまでの取り組み】

【構成メンバー】



復旧資材確保の工夫

鳴瀬川中流堰

鳴
瀬
川→

堆積土砂

（H24.8.9）
河川に堆積している土砂の活用

震災ガレキなどの活用

粗選別 破砕選別

手選別ライン

土壌洗浄

洗浄後の砂 施工状況

二次洗浄砂
投入状況

砂（地盤改良材）として、鳴瀬川中流堰や鳴瀬堰に堆積
している土砂を掘削して有効活用しています。

鳴瀬川河口部 V= 約 43,200m3

 石巻・東松島地域で復旧・復興事業が集中するなか、関係機関と情報共有し連携
することで、復旧・復興資材（液状化対策として実施する締固め工法の主要材料・砂）
の安定確保が可能となるよう、積極的に工夫をしています。

混合廃棄物 粗選別 粗破砕 破砕選別 可燃物 場内焼却 主灰 造粒固化 土木資材

広域処理 飛灰 最終処分

不燃物 土木資材

ふるい下

ﾘｻｲｸﾙ可能物

想い出の品

有害物･危険物

ﾘｻｲｸﾙ可能物

津波堆積物 土壌洗浄 砂 土木資材

汚染あり 礫 土木資材

廃棄物 焼却施設へ

汚泥 不溶化固化 土木資材

土質改質 土砂 土木資材

汚染なし 廃棄物 混廃ﾗｲﾝへ

ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ 破砕 土木資材

木くず 一部破砕 ﾊﾞｲｵﾏｽﾎﾞｲﾗ 熱利用

６６

砂（地盤改良材）の代替材として震災廃棄物処理事業などと連携、調整を行いながら
震災ガレキの二次洗浄砂の使用を進めています。

北上川河口部 V= 約 16,300m3
旧北上川河口部 V= 約 68,000m3

仮置きされた洗浄砂（旧北上川河口部）

代替材の活用

北上川河口部では、砂（地盤改良材）の代替材として震災
ガレキの他に

・ブレンド材（フェロニッケルスラグ＋不洗山砂）
・鉄鋼スラグ
・改良砂（採石破砕時に発生する細粒分）

V= 約 555,000m3
を活用しています。

北上川河口部地盤改良の施工状況

北上川

鳴瀬川中流堰の堆積土砂状況



ローラー締固めイメージ図

情報化施工の導入
復旧工事の工夫〔鳴瀬川の例〕

鳴瀬川河口部において、｢堤防の品質の向上｣を目的に、GNSSやインターネット、
パソコン等の情報通信技術（ICT）を活用した情報化施工を行いました。締固め用
機械に搭載したモニタで転圧回数等を確認しながら、過転圧・未転圧を防ぎ
ムラの無い築堤を施工しています。

６７

鳴瀬川河口部において、｢施工の省力化｣ 及び｢工事の効率化（工期短縮）｣を
目的に、プレキャスト製品（既製品）を積極的に活用し、工期の短縮に努めて
います。

締固め管理の概要 締固め状況

ﾏｶﾀﾞﾑﾛｰﾗ
（締固め用機械）

プレキャスト隔壁 プレキャスト笠コンクリートブロック

【 転圧回数色分布図 】 【 走行軌跡図 】

● プレキャスト製品を活用する事で場所打ちコンクリートの施工と比較し、
工期を50日短縮しました。

場所打ちコンクリート：100日 → プレキャスト製品：50日

RTK-GNSS 基準局

無線で観測データを重機へ送信 基準点

●ローラーが既定の回数をムラなく転圧しているかを計測
●ローラーのオペレーターは重機に取り付けられたパソコンに

リアルタイムに表示される情報をもとに作業を進捗
●未転圧、過転圧を防ぎ、作業の効率が向上

ローラー

築堤盛土の締固め管理に情報化技術を導入

プレキャスト製品の活用によりを工期短縮



円滑な工事施工のために

工事車両識別票（マスク）をつけ、周囲から確認出来る事によって運転手の自覚
と意識を高め安全運転の励行に寄与しています。

石巻市・東松島市で基盤整備に関係する行政機関
で、情報を共有して地域の安全・安心を確保しつつ、
効率的に整備を進めるため「石巻・東松島地区
復興防災基盤連絡調整会議」を組織しました。

石巻・東松島地区復興防災基盤連絡調整会議で関係機関の復旧工事が錯綜
することが想定され、工事への苦情・要望が寄せられることが予想されました。
そのため工事に対する相談内容等を一元的に取りまとめ関係機関と共有する
ワンストップ窓口を設置しました。

窓口に寄せられた相談は工事車両運行に関するものが多く、その都度、注意等
の対応をしています。

石巻・東松島地区復興工事相談窓口 【平成２４年１２月１３日より運用開始】

工事車両識別票（マスク） 【平成２４年１２月１３日より運用開始】

・工事車両識別票を取り付けた大型車両

発注機関
識別票の

配色
発注機関

識別票の
配色

東北地方整備局
北上川下流河川事務所 宮城県東部地方振興事務所

宮城県東部土木事務所 石巻市

宮城県石巻港湾事務所 東松島市

・各発注機関ごとに識別票の配色を行いました。

第１０回 本会議

石巻・東松島地区復興防災基盤連絡調整会議
【第1回：平成２３年１１月８日～】

６８



被災・復旧現場の視察

各地から多くの技術者が調査

北上川下流河川事務所管内における東日本大震災による被害の状況や
現在の復旧・復興事業の進捗等調査のため、各地から防災・土木等を
専門とする行政機関、学識者、技術者、各種団体等が多くの関係者が
視察に訪れています。

６９

ベトナム建設省（H27.11.24）インドネシア公共事業省（H27.4.21）

東北学院大学（H27.11.13）

平成27年度の主な視察状況

年度 延べ人数 団体数 主な視察団体など

Ｈ２３ 約３００人 約４０
北上川等堤防復旧技術検討会、被災地復旧会議、土木学会、
ＪＩＣＡ、東北大学、京都大学 他

Ｈ２４ 約２００人 約３０ 日韓会議、ＪＩＣＡ、中央大学、北海道立総合研究機構 他

Ｈ２５ 約３００人 約３０
タイ日合同研究会、日米治水及び水資源管理会議、世界銀行
副総裁代行、ＪＩＣＡ、関東学院大学、北海道大学、高知高専、
福岡県議会、利根川水系砂防期生同盟会 他

Ｈ２６ 約３５０人 約５０
韓国防災協会、ＪＩＣＡ、京都大学、中央大学、九州大学、北海
道大学、利根川栗橋流域水防事務組合 他

Ｈ２７ 約４５０人 約３０
東北大学、ＪＩＣＡ、和歌山県津波防災研究会、四国地区防災
エキスパート、最上川中流改修促進期成同盟会 他

（H27.1.29）

東京高潮対策促進連盟（H28.1.22）



３．３ 住民生活に配慮
した施工計画

７０



(主)鹿島台鳴瀬線の迂回路設置に伴う築堤工事の工期短縮

国土交通省 東北地方整備局資料

工事中の通行規制期間の短縮〔鳴瀬川〕

通行止め区間 ：

迂 回 路 区 間：

通行規制区間

（主）鹿島台鳴瀬線

市道池塚・山岸線

野
蒜
海
岸

鳴瀬川

鳴瀬大橋

通行規制 ： 片側交互通行と全面通行止めを比較

5か月

5か月

5か月

6か月

通行規制期間＝計１５か月

通行規制期間＝6か月

通行規制を全面通行止めで対応することにより、
規制期間を「9か月」、総工事期間を「23か月」短縮

短縮期間 23か月

R45号

７１



生活道路の大型車両通行量の削減

工事用迂回路

 北上川河口部では工事が最盛期をむかえ横川地区の
狭隘な道路では工事用車両が頻繁に通行することから
早期の災害復旧と併せ、地域住民の生活環境と安全
確保が課題となりました。

横川地区の狭隘な生活道路を通行する大型車両の状況

大型車両同士のすれ違いの状況 中央線を跨ぎ通行する状況 すれ違うために停車している状況

対策

７２

 横川地区に位置する北上川堤防上に、工事用車両迂回路を設置し、平成２５年１２月２日
より車両通行を開始しました。

福知山 ▲

牧野巣山 ▲

▲

福知山 ▲

牧野巣山 ▲

▲

3030
197197

238238

398398

新北上大橋

3030

愛宕神社

富士沼

石巻市立
橋浦小

八幡神社

文文横川地区の狭隘な生活道路

 北上川河口部の工事が実施されるにあたり、宮城県・
石巻市・等と連携を図り工事用大型車両を堤防へ
迂回させ交通事故の防止や地域住民の安全に努め
ました。

 大型車両の約６割を、工事用車両迂回路の通行に
切替えたことにより、生活道路の大型車両通行を
約４割にまで削減しました。

①

工事用車両迂回路
上流側出入り口

②

工事用車両迂回路
下流側出入り口
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主 要 地 方 道 河 北   桃 生 線

2.1

堤防防護ライン

官民境界

①

②

狭隘な生活道路

工事用車両迂回路

狭隘な生活道路

工事用車両迂回路 北上川



 震災関係の復旧工事を行う建設会社等で構成された協議会により、工事の 安全に関
する意識の向上や円滑な工事実施のための情報交換、連絡調整が図られています。

 また、周辺地域へ貢献する様々な取組が実施されています。

建設会社等による地域貢献の取組

清掃活動の取組

旧北上川下流工事協議

石巻川開き祭りの会場で、旧北上川河口部で
災害復旧工事を担当する関係者が 前年に引
き続き清掃活動を実施しました。

東松島市野蒜地区の海岸、鳴瀬川河口部の周
辺で災害復旧工事を担当する関係者が前年に引
き続き清掃活動を実施しました。

鳴瀬川河口部安全対策協議会

７３

復旧工事の紹介
旧北上川下流工事協議会では、平成26年7月

に『水辺の復興・みらい館』を開設し、 災害復旧
工事の工事進捗を紹介しています。

水辺の復興・みらい館
（旧名称 ： 旧北上川かわまちづくり情報館）

鳴瀬川河口野蒜水門では、『野蒜水門 情
報館』を設置し、工事の状況や水門について
紹介するとともに、水門工事を見渡せる展望
台を設置しています。

野蒜水門情報館

（H26.8.11）（H26.7.30）

(H27.9.12)
ツール・ド・東北２０１５のコース（新北上川河

口部）を新北上川河口部で災害復旧工事を
担当する関係者が清掃活動を実施しました。

北上川下流飯野川管内工事連絡協議会



災害復旧・復興に関する様々な情報を、北上川下流河川事務所
のホームページで、地域に情報発信しています。

地域社会への情報発信の取組

石巻かわまちづくりニュース

鳴瀬川河口部 災害復旧事業 工事だより

【事務所ホームページ http://www.thr.mlit.go.jp/karyuu】

７４

復興情報かわら版
「コムコム」



地域社会への情報発信の取組

「水辺の復興・みらい館」
石巻の復興状況を発信

「野蒜水門情報館」 鳴瀬川の復興状況を発信

７５

旧北上川・鳴瀬川河口部災害復旧・復興に関する様々な情報を
模型やパネルの展示を行い地域に発信しています。

野蒜水門情報館レンガに思いを込めて 完成予想模型・パネル等を展示

東松島市の鳴瀬川河口にある「野蒜水門情報館」では、復旧工事中の野蒜水門の完
成予想模型や、工事説明パネル等を展示し、鳴瀬川河口部の復旧復興についての最
新情報を発信しています。

また、来館者の皆様から野蒜水門で実際に使用するレンガへ復興にかける思い（メッ
セージ）をいただいています。

模型やパネルで堤防整備の考え方などを紹介

石巻市中瀬にある「水辺の復興・みらい
館」では、旧北上川の復旧復興の歩みや、
かわまちづくり、堤防復旧工事状況など、
にぎわいのある水辺整備のための取り組
みについて、最新の情報を発信しています。

【入館無料 火曜日休 9時30分～16時】

石巻市中瀬（石ノ森萬画館隣り）

【入館無料
事前予約制：鳴瀬出張所 022-354-3101】



津波到達水位表示板設置

津波到達表示板設置事例（和渕水位観測所）

平成２４年７月に設置完了 １４箇所

※７４cmとは、和渕水位観測所で観測された津波到達前の水面の高さと、
第１波の津波到達時の水面の高さの差分をあらわしています。

橋脚への表示板設置事例（東松島大橋）

災害の記憶の風化を防ぎ、防災行動に役立てることを目的に、水位観測所での津波による
水位変動と河口からの距離を表示した津波到達表示板を設置しました。

 宮城県で行っている「３．１１伝承・減災プロジェクト」にあわせ、避難の備えを促すことを
目的として、河川管理施設等に実際の津波到達高さを表示する表示板を設置しました。

 また、水防活動支援の一環として、広域的地盤沈下及び堤防被災等を踏まえて見直した
危険水位等の情報をわかりやすくするため、橋脚に危険水位表示板を設置しました。

平成２４年１２月に設置完了
○危険水位表示板 ３０箇所
○津波到達高 １３箇所

津波の記憶の伝承・防災啓発のための取組
（津波到達水位の表示）

７６

危険水位、津波到達高表示板設置



第一回防災講演会（H23.11.14）

講演者：東北大学災害制御研究センター
真野 明 教授

津波の記憶の伝承・防災啓発のための取組
（防災講演会）

第二回防災講演会（H23.12.2）

講演者：三条市長 國定 勇人 氏

第三回 防災講演会（H24.8.4）

講演者：東北大学災害科学国際研究所
副所長 今村文彦 教授

第四回防災講演会（H25.2.2）

講演者：ＮＨＫ解説主幹 山﨑 登 氏

 「石巻・東松島地区復興防災基盤連絡調整会議」では、防災啓発や復旧復興
のよりよいまちづくりに参考となる防災講演会（計４回）を開催しています。

『東日本大震災の
津波被害と今後の備えについて』

『Ｈ１６福島・新潟豪雨災害と
三条市の防災まちづくり』

上記講演後に「これからの防災まちづくりのあり方」
というテーマで、三条市長、石巻市長、東松島市長、
事務所長を交えてパネルディスカッションを実施

『３．１１大津波、人の避難を妨げたものとは』

『地域の力で災害の被害を減らす

～ますます重要になる災害情報～』

７７



災害復旧の進捗に伴う堤防の維持管理

災害復旧の進捗に伴う除草範囲の拡大見込み

鳴瀬川

復旧済み

新堤防 旧堤防

旧堤防

鳴瀬川 河口部
河口部災害復旧後

旧堤防法面
（高水敷）

92千m2 94千m2

【鳴瀬川】河口部災害復旧 堤防延長と面積の完成予定時期

452千m2

450千m2

452千m2

490千m2

620千m2

730千m2

810千m2

15,000m
16,400m

22,300m

25,800m

31,300m

【北上川】河口部災害復旧 堤防延長と面積の完成予定時期

76千m2

旧北上川

新北上川

5,500m

6,200m

6,600m

新堤防

北上川 河口部
河口部災害復旧後

 災害復旧により堤防が拡幅され、法長が約１．５～２．７倍に拡大します。
 堤防除草の対象となる面積は年々増大し、完成時には約１．７倍の面積になります。
 除草面積が増え拡大する維持費に対して、刈草の一般提供を実施し処分費用の軽減を

図っております。

： 河口部 平成２６年度までに完了

： 内陸災 平成２４～２６年度までに完了

： 河口部 平成２８年度までに完了

： 河口部 平成２７年度までに完了

： 河口部 平成２９年度までに完了予定

： 河口部 平成２８～３０年度までに完了予定

【凡例】

：現在施工中の範囲

７８



災害復旧の進捗に伴う堤防の維持管理

処分

江
合
川

除草状況集草・梱包状況

一般提供状況集積状況

放射線モニタリングを行い飼料として

利用出来るか確認。

堤防刈草の一般提供を実施し除草コストを縮減
～堤防の刈草を肉牛用飼料として無償提供～

処分
2%

【鳴瀬川水系】

一般提供
98%

【北上川水系】

69%

提供・処分量の割合

除草費用の
約２割を縮減

処分

一般提供
53%

処分
47%

平成２７年度 維持工事での堤防刈草一般提供・処分実績

 堤防除草で生じる刈草は処分場で処分され、処分費用は膨大となります。

 刈草の有効利用・コスト縮減の観点から刈草を処分場で処分せず、肉牛用飼料として畜
産家に無償で一般提供を実施しております。

 北上川水系では、刈草の５３%を一般提供し、約２割のコストを縮減しました。

鳴瀬川水系では、刈草の９８%を一般提供し、約３割のコストを縮減しました。

 刈草の一般提供にあたっては、原発事故による放射性物質の影響を確認するため、事前
にサンプリング調査を行い基準値以内であることを確認しております。

提供量は年々増加し、H26年度比で22%アップ 鳴瀬川水系は需要が多く毎年ほぼ全量を提供している

除草費用の
約３割を縮減

提供・処分量の割合
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４．震災直後の緊急的な
対応

平成２３年３月～
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出動人数
（延べ人数）

延べ
18,115人日

TEC-FORCEによる応急対策

 TEC-FORCEとは、国土交通大臣（災害対策本部長）の指揮命令のもと、全国の

国土交通省の各地方整備局等から出動し、被災状況の調査、災害緊急対応、被災

自治体へのリエゾン派遣、二次災害の防止等の活動を実施する緊急災害対策派遣隊の

略称。 (TEC-FORCE ： Technical Emergency Control Force)

 震災の翌日には各地方整備局等から約400名のTEC-FORCE隊員が現地に派遣

されました。最大500名を超える隊員が、余震が続き、雪の積もる中で速やかな被災状況

の調査、早期の被災地への物資輸送を可能にするための道路啓開、排水ポンプ車に

よる排水活動、市町村リエゾンによる自治体支援等を実施しました。

８２

道路啓開により、物資輸送や医療部隊の
被災地への移動に貢献（国道45号(宮城県多賀城市)

3月12日 3月15日

迅速にヘリコプターを発進、
貴重な映像等を入手

市町村長の右腕となる
リエゾンを派遣

河川被災状況の調査

道路被災状況の調査

排水ポンプ車による
行方不明者捜索活動の支援

※平成23年3月11日～平成23年11月21日まで256日間の延べ人数

のべ18,115人・日活動※

13都道府県、97市町村へ支援

通信衛星車による
通信回線の確保

東日本大震災発災時のTEC-FORCE活動



道路兼用河川堤防の復旧を最優先し、緊急物資輸送などが実現

国土交通省 東北地方整備局資料

宮城県 北上川河口部の河川堤防

暫定1車線で供用

2011.3.14

緊急道路（兼工事用道路）の
2車線確保（H23.4.6撮影） 緊急復旧工事 完了（H23.6.11撮影）

津波による破堤箇所の緊急復旧

 北上川河口部（石巻市釜谷地区）では、道路兼用の河川堤防が1,100mにわたって流出
したため集落が孤立し、救援活動などが行えない状態に陥りました。まずはクルマ1台が
通れる幅の確保を最優先に復旧を実施し、着手から2日間で、3月14日に暫定1車線での
通行が可能になり、緊急車両の通行や緊急物資輸送が実現し、被災者支援に
結びつき ました。

 また、同様の被災を受けた道路兼用の河川堤防も、交通確保を最優先に復旧活動が
行われました。
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排水ポンプ

内水側（宅地等）

本川側

排水

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車とは・・・

石巻市重吉町

大雨などにより住宅地などの浸水が発生した場合に、現場に迅速に駆けつけ排水を行う車両です。

（排水量60m3/minのポンプの場合、300秒で25mプールを空にできます。）

石巻市月浜地区 石巻市針岡地区

〔東日本大震災 津波冠水の排水〕

〔H23.9台風15号〕

東松島市赤井地区

排水ポンプ車の稼働状況

津波による浸水箇所の緊急排水

津波被害による浸水は岩手、宮城、福島県の各所に及び、早急な排水が必要となり
ました。そこで、国土交通省が全国に配備している排水ポンプ車から120台を集中投入し、
照明車などの災害対策車両も集結しました。

3 県 の 16 市 町 、 67 箇 所 か ら 、 市 町 村 支 援 に 派 遣 さ れ て い た リ エ ゾ ン （ 災 害 対 策
現地情報連絡員）を通して要請を受け、即時に各自治体へ出動し、24時間態勢で緊急
排水を行いました。

石巻市針岡地区

石巻市蛇田地区 石巻市不動沢地区 石巻市針岡地区

８４

（H23.3.12） （H23.3.19） （H23.4.16） （H23.4.18）

（H23.9.22） （H23.9.22） （H23.9.26） （H23.9.26）



擁壁の新設

地震前 復旧後
既存の高さ TP1.7m

流出箇所の盛土

土のう
沈下

旧北上川

中瀬

石巻大橋

内海橋

H23.3.19  国土地理院撮影

コンクリート擁壁嵩上げ又はＬ型擁壁施工範囲

仮設排水ます設置箇所

地盤沈下に伴う浸水被害の緊急対策

旧北上川河口部においては地震による地盤沈下・護岸被災に伴う満潮時の浸水を軽減
するため、大型土のうによる応急的な措置を実施しました。（平成23年6月25日完了）

その後、震災前の安全性を早急に確保するための緊急的な浸水対策として、既存施設の
嵩上げやＬ型擁壁などの整備及び排水ポンプ設置のため仮設排水ますの整備を実施
しました。（平成23年8月31日完了）

②L型擁壁の設置

①既存堤防の嵩上げ

旧北上川

復旧後

TP1.7m以上

堤防機能復旧状況

震災後

旧北上川

旧北上川

復旧後

旧北上川

震災後地震前 復旧後

既存の高潮堤
既存の高さ TP1.7m 嵩上げ

沈下

0.2m～0.7m
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高潮被害軽減効果〔旧北上川〕

（事例）
平成２５年１０月の台風２６号による
被害への効果

震災後の緊急的な浸水対策が高潮被害等を軽減しています

東日本大震災に伴う広域的な地盤沈下により、河口部は震災前に比べ高潮浸水リスク
が増大していましたが、河口部での堤防復旧及び石巻市のポンプ排水により、度重なる
高潮被害等を軽減しています。

年 月 台 風 名 門脇観測所の最高水位 浸水する可能性のあった面積

平成２４年 ６月 台風 ４号 標高 ０．８０ｍ ６３０ｈａ

平成２５年 ９月 台風１８号 標高 １．０１ｍ ６５８ｈａ

平成２５年１０月 台風２６号 標高 １．０２ｍ ６５８ｈａ

-10

-5

0

5

10

15

0 500 1000 1500 2000 2500 3000
横断距離(m)

標高(T.P.m)

堤内地盤高(震災後LPデータ)

台風26号水位(TP1.02m)

横断図Ａ‘横断図Ａ

北上運河

石巻ﾊﾞｲﾊﾟｽ
JR仙石線 JR石巻線

石巻駅
旧北上川
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引き上げ作業の結果

鳴瀬川、吉田川、北上川、旧北上川から車両等
１２５台を引き上げ

行方不明者の捜索への協力

河口部には津波により被災した多数の車両等が沈んでいたため、磁気探査と潜水により
調査し、車両等の引き上げを実施しました。

引き上げた車両は、警察による行方不明者の捜索が行われました。

車両 船舶 重機 合計
鳴 瀬 川 平成23年 8月26日 平成23年 9月20日 2 2
吉 田 川 平成23年 8月26日 平成23年 9月20日 13 13
北 上 川 平成23年 9月 8日 平成23年 9月29日 7 5 4 16
旧北上川 平成23年 8月 5日 平成23年 9月 6日 62 32 94

計 84 37 4 125

河川名 着手日 完了日
内訳
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富士川の行方不明捜索支援

北上川河口部に位置する富士川で、3回に渡り行方不明者の捜索活動が行われました。
当事務所では、一刻も早い行方不明者の発見に協力すべく、この捜索活動への協力として
排水作業に関する支援を行いました。

H27.12.1撮影

富士川排水状況

（H26.1.22）

富士川排水状況

（H26.1.30）

行方不明者の捜索への協力

富士川排水状況

（H26.1.22）

行方不明者の捜索への協力

８８

富士川行方不明者捜索支援の内容
１回目捜索 平成24年 2月11日～ 2月26日 排水作業を実施
２回目捜索 平成25年 1月 7日～ 3月 4日 排水作業を実施
３回目捜索 平成26年 1月 9日～ 3月12日 排水ポンプ車を貸与



排水ポンプ車による災害対策支援

北上川下流河川事務所では、排水ポンプ車を７台保有しており、浸水の危険性が
ある場合に、自治体の要請を受け出動します。不足する場合は、県や流域を
またいだ広域的な運用も行っています。
震災による広域地盤沈下のため、石巻市内などでは海抜ゼロメートル地帯が増加

するなど、浸水しやすい地形となっており、震災前に比べ、排水ポンプ車の出動
台数、出動箇所数は大幅に増加しています。

海抜ゼロメートル地帯の増加

栗原市

（H25.7.28）

石巻市貞山地区（H26.10.13）

宅地側の水を川へ排水

排水ポンプ車出動状況

平成26年9月11日の豪雨は石巻観測所で時間雨量91ミリ
を観測。1時間雨量として統計が残る1937年（昭和12年）
以降、最多雨量となった。

石巻市大橋地区

石巻市不動地区

※上記の台数、箇所数には、平成20年6月岩手・宮城内陸地震、
平成23年3月東日本大震災の緊急排水は含まない。

不動地区

大橋地区

貞山地区
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被災直後、⼿さぐりで活動開始
庁舎が無残な姿となっていた。被

災した庁舎を視て、何度も誰かいな
いかあと⼤声で叫びかけたが、返事
はなかった。避難者が北上中学校に
いるかも知れないとの情報を得て、
これからどう⾏動すればいいのだろ
うと考えながら向かった。

直接出向いての関係機関調整
⼀刻も早く⽣存者の救助・⾏⽅不

明者の捜索活動を⾏うため、道路啓
開作業、排⽔作業・⾞両が通⾏でき
るよう仮設道路の整備等を現地で陣
頭指揮を執らなければと感じた。職
員も被災した上、関係機関との調整
業務もこれまでにない規模であった
こともあり、様々な関係機関等と協
調するということができなかったた
め、必要な⽀援を受けることができ
なかったのではないか。通信⼿段が
使えず、状況報告や調整をするため
直接関係機関に⾏った。

災害⽀援ツールを得て機能回復
数⽇後、国⼟交通省からの衛星携

帯電話や発電機等を配備して頂いた
ことで、その後の連絡調整がうまく
⾏き、⼤変助かった。

現場では、国・県・市等(市⺠・
⺠間団体も含め)の連携がより効果的
に機能することが肝⼼であると思っ
た次第である。

＜コラム４＞震災直後の緊急対応②

現場での関係機関等との
調整機能が重要

⽯巻市役所

阿部 善弘 様

被災した北上総合支所庁舎

国道３９８号(北上町十三浜吉浜付近) 国道３９８号(北上町橋浦釜谷崎付近)



９１

〔参考資料〕



マグニチュード9.0、最大震度7の激震

地震・津波の概要
巨大地震の発生

東北地方を中心に東日本をおそった地震は、宮城県の栗原市で震度7、宮城・福島・茨城・
栃木県で震度6強、地震の規模はマグニチュード9.0という、国内の観測史上最大規模
でした。

この東北地方太平洋沖地震は、本震を含め4つの大規模地震が断続して発生した連動型
で、本震後40分の間にマグニチュード7.0以上の地震が三陸沖から茨城県沖にかけて発生
しました。

余震も多発し、１ヵ月間でマグニチュード5.0以上の余震が400回以上発生しました。
震源域は、岩手県沖から茨城県沖までの南北約500km、東西約200kmの広範囲に
及びました。

出典：気象庁 ○の大きさはマグニチュードの大きさを表す

９２

■震央分布図 2011年3月11日 12時00分～
22日 12時00分

深さ 90km 以浅M≧5.0



地震・津波の概要
巨大地震の発生

■ 管内市町村の震度

発生日時 平成23年3月11日（金）14時46分

震源 三陸沖（牡鹿半島の東南東130km付近） 深さ24km

規模 マグニチュード9.0

地震名 平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震

主な震度 震度７ ：宮城県北部

震度６強 ：宮城県南部・中部、福島県中通り・浜通り、

茨城県北部・南部、栃木県北部・南部

震度６弱 ：岩手県沿岸南部・内陸北部・内陸南部、

福島県会津、群馬県南部、埼玉県南部、

千葉県北西部

■ 地震概要

平成23年3月11日14時46分頃の三陸沖の地震震
度分布図 （出典：気象庁）

大崎市

東松島市

栗原市

登米
市

松島町

涌谷町
美里町

大郷町

富谷町

大和町
大衡村

色麻町

加美町

南三陸町

気仙沼市

女川町

出典：気象庁資料
推計震度分布図（宮城県拡大）

石巻市

大崎市

鳴瀬川→

新江合川

吉田川→

旧北上川
↓

震度７ ：栗原市

震度６強 ：涌谷町、登米市、大崎市、東松島市、大衡村

震度６弱 ：石巻市、松島町、大和町、富谷町
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県境 市町村界 河川

震度 ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７



地盤沈下の状況

地震後の大潮時の浸水被害状況

地震・津波の概要
地震による地盤の沈下

東北地方太平洋沖地震による大規模な地殻変動が発生しました。

広範囲にわたる地盤沈下により、陸域においては最大で114cm沈下（牡鹿地点）しました。

旧北上川河口部においては震災前に比べ約60cm沈下しています。

この地盤沈下により河口部においては大潮時に
おける浸水被害がより発生しやすくなっています。

（H23.4.21撮影 石巻市門脇町付近） （H23.4.21撮影 石巻市湊町付近）

大潮時での浸水状況 大潮時での浸水状況

９４

地
盤
沈
下

河口部の水位は潮位による影響が大きく、沈下の影響を
受けないため、背後地から見た水位は高くなっています。

出典：国土地理院公表資料

最大変動量（電子基準点：牡鹿）

北上川

旧北上川
鳴瀬川

約60cm↓

約40cm↓

約70cm↓約50cm↓



地震で沈下した地盤が少しずつ上昇

 北上川下流部周辺では、震災で60cm～70cm程度の地盤沈下が発生しました。

 震災後４年半の累積で約37cm、年平均では5～9cm地殻が上昇しています。

※ 国土地理院が公表している電子基準点のデータによります。

■北上川下流近傍の電子基準点の震災前後の地盤高変化（cm）

備考；国土地理院の公開データを基づき、電子基準点の標高を算出し、下記のとおりに算出した。
・本震後＝震災後の7日間の平均値-震災前の7日間の平均値
・1年後＝H24.3.8～14の平均値-震災前の7日間の平均値
・2年後＝H25.3.8～14の平均値-震災前の7日間の平均値
・3年後＝H26.3.8～14の平均値-震災前の7日間の平均値
・4年半後＝H27.10.11～17の平均値-震災前の7日間の平均値
※：H23年3月11日以前のデータなし

観測
局名

本震
後

本震後から

1年後 2年後 3年後 4年半後 累積
年
平
均

河北 -57
-43

（＋14）
-36

（＋7）
-29

（＋7）
-20

（＋9）
＋37 ＋8

S石巻
北上

×※ -75
（×※）

-68
（＋7）

-61
（＋7）

-52
（＋9）

＋23 ＋5

女川 -84
-72

（＋12）
-64

（＋8）
-57

（＋7）
-47

（＋10）
＋39 ＋9

矢本 -47
-35

（＋12）
-27

（＋8）
-21

（＋6）
-12

（＋9）
＋36 ＋8

牡鹿 -110
-99

（＋11）
-91

（＋8）
-84

（＋7）
-74

（＋10）
＋36 ＋8

○河北

○矢本

■北上川下流近傍の電子基準点の12年間の地盤高

北上川

旧
北
上
川

※下図は「google earth」を使用

地震・津波の概要
震災以降の地殻変動の傾向

９５

上昇

沈下
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高
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上昇

沈下

標
高
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地震・津波の概要
巨大津波の襲来

河川における津波の遡上

 東北地方太平洋沖地震により発生した津波は河川を通じて上流まで遡上しました。
 北上川では河口から４９km上流（岩手県境付近）まで、津波の到達が確認されました。

※この数値は観測所の１０分データにより算出された波高を表示しております。
（「福地」水位観測所については、1分データによる波高を表示しております。）

岩手県境

大泉

米谷

登米

福地

月浜

門脇

大森

和渕

倉埣

北上大堰

旧北上川分流施設

短台

柳津

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

米谷大橋

登米大橋

柳津大橋

飯野川橋

日和大橋

石巻大橋

内海橋

開北橋

天王橋

神取橋

豊里大橋

北上大橋及川橋

宮城県

東松島市

旧北上川
鳴瀬川

11cm17時40分

第1波〔大泉〕

43cm16時40分

第1波〔登米〕

7cm18時40分

第1波〔倉埣〕

74cm16時50分

第1波〔和渕〕

15cm17時10分

第1波〔短台〕江合川

55cm16時20分

第1波〔柳津〕

岩手県

登米市

石巻市

北上川

424cm15時42分

第1波〔福地〕

写真提供:佐々木茂美氏

北上川を遡上する津波

北上川 月浜第一水門

旧北上川を遡上する津波（３月１１日１７時撮影）

東内海橋

石ノ森萬画館

中瀬地区

旧石巻ハリストス正教会堂

西内海橋

旧北上川

石巻大橋

写真提供：石巻市

787cm15時55分

第1波〔野蒜〕
●

野蒜

●
小野

●
鹿島台

●竹谷

4cm16時30分

第1波〔竹谷〕

559cm16時00分

第1波〔小野〕 512cm16時00分

第1波〔小野〕

●
幡谷

北上川

旧北上川

江合川

凡例

鳴瀬川

吉田川

：水位観測所●

浸水範囲

35cm16時40分

第1波〔幡谷〕

９６



地震・津波の概要
鳴瀬川水系における被災状況

【主な堤防の被災状況】

地震により縦断クラック発生
(吉田川左岸14.4k付近 大崎市鹿島台大迫地先)

地震により堤体が崩落
(鳴瀬川左岸30.3k付近 大崎市古川下中目地先)

津波により特殊堤が流出
(鳴瀬川右岸0.0k付近 東松島市野蒜地先)

地震により天端沈下と縦断クラック発生
(鳴瀬川左岸11.4k付近 美里町二郷砂山地先)

９７

護 岸
（５６箇所）

河川構造物
（４０箇所）

その他
（２７箇所）

【合計３６４箇所】

堤 防
（２４１箇所）

河川管理施設の被災状況

平成24年出水期までに、従前と同程度の安全水準まで復旧しました。

鳴瀬川 １９３箇所
吉田川 １７１箇所
合 計 ３６４箇所



地震・津波の概要
北上川水系における被災状況

【主な堤防の被災状況】

（北上川右岸4.0ｋ付近 石巻市釜谷地先）

津波により堤防決壊

北上川

大潮時での浸水状況 （H23.4.21撮影 石巻市内） 大潮時での浸水状況 （H23.4.15撮影 提供：石巻市）

【地震後の大潮時の浸水被害状況】

江合川

９８

河川管理施設の被災状況

堤 防
（３８１箇所）

護 岸
（１１７箇所）

河川構造物
（１１９箇所）

その他
（２９箇所）

【合計６４６箇所】

平成24年出水期までに、従前と同程度の安全水準まで復旧しました。

（江合川左岸27.6ｋ付近 大崎市古川渕尻地先）
地震により堤防崩壊

江 合 川 １３１箇所
旧北上川 １５３箇所
北 上 川 ３６２箇所（宮城県内213 岩手県内149）
合 計 ６４６箇所



内陸部の堤防復旧

９９

東松島市
石巻市

登米市

涌谷町

松島町

大郷町

大崎市

旧北上川

旧
北
上
川

鳴
瀬
川

江
合
川

：全被災箇所８６１箇所のうち、内陸部の災害採択箇所
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市
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町

松
島
町

美
里
町

涌
谷
町

美里町

鳴 瀬 川 ２５箇所
吉 田 川 ２１箇所
江 合 川 ３７箇所
新江合川 ９箇所
旧北上川 ７箇所
北 上 川 ７箇所

合 計 １０６箇所

内陸部災害復旧箇所位置図

■復旧までの流れ

被災被災 応急復旧応急復旧 緊急復旧緊急復旧 本復旧本復旧

■亀裂被災の場合（切り返しによる復旧）

■液状化被災の場合（液状化対策実施後の復旧）

亀裂箇所土砂充填
ブルーシート養生

[H23.3.11]

盛土

主に冬期の
洪水水位

亀裂発生基面
まで掘削

亀裂発生基面

地震発生前の形状
に盛土復旧

地震発生

亀裂発生

洪水時
水位

応急復旧 本復旧① 本復旧②

堤防 主に冬期の
洪水水位 亀裂発生基面

地盤改良

盛土

仮堤防
設置 仮堤防 仮堤防

変形を
応急的に復旧

堤防を撤去し
液状化層を改良

地震発生前の形状
に盛土復旧

堤防が大きく変形

[H23.3.11]

地震発生

堤防下部で液状化が発生

緊急復旧 本復旧① 本復旧②

洪水時
水位



内陸部の堤防復旧

１００

被害の拡大防止を目的に、亀裂の補修（クラックへの充填）とブルーシート
による堤防の保護（養生）を実施しました。

被災直後の状況

被災の規模が大きく、出水期を向かえる前に緊急的な盛土と大型連結
ブロックを設置。大崎市、江合橋下流では１７日間で緊急復旧を完了し、
交通を確保しました。

応急復旧

緊急復旧

次の地震が来ても堤防が壊れないよう平成23年11月から軟弱地盤の
改良など本格的な復旧を行い、北上川水系で60箇所、鳴瀬川水系で
46箇所の計106箇所の工事を契約金額約241億円で実施しました。

江合川 福沼（大崎市） 鳴瀬川 下中目（大崎市） 江合川 平針（美里町）

吉田川 大迫（大崎市） 旧北上川 和渕（石巻市） 鳴瀬川 大柳（美里町）

応急対策後（シート張完了）被災直後

被災直後 大型連結ブロックの設置完了

本復旧

江合川 （大崎市古川）

鳴瀬川 （大崎市三本木）



内陸部の堤防復旧

１０１

■鳴瀬川 下中目（大崎市）

■吉田川 羽生（大郷町）

被災直後（H23.3） 復旧完了後

被災直後（H23.3） 復旧完了後

■江合川 江合橋上流（大崎市）

被災直後（H23.3） 復旧完了後



内陸部の堤防復旧

１０２

■江合川 江合橋下流（大崎市）

被災直後（H23.3） 復旧完了後

被災直後（H23.3） 復旧完了後

被災直後（H23.3） 復旧完了後

■江合川 福沼（大崎町）

■江合川 中島乙（涌谷町）



内陸部の堤防復旧

１０３

内陸部復旧事業完成式

北上川・鳴瀬川水系内陸部災害復旧事業完成式を開催

東日本大震災により、津波で大きな被害を受けた沿岸に対し、内陸部では
震度６強（大崎市など）の強い揺れにより、河川堤防に亀裂や液状化による
沈下などの被害が発生しました。

北上川・鳴瀬川水系の河川管理施設は８６１箇所で被災し、災害復旧事業
を進めてきました。このうち内陸で大掛かりな復旧が必要な１０６箇所全ての
工事が平成２６年３月に完成し、地域住民の方々が安心・安全な暮らしが
できる環境が整うこととなり、完成式が執り行われました。

◆日 時 平成２６年３月９日（日）
１０：００より

◆場 所 大崎市三本木総合庁舎
ふれあいホール

◆参加者 約１３０名
◆主 催 石巻市、登米市、東松島市、

大崎市、松島町、大郷町、
涌谷町、美里町、
北上川下流河川事務所

石巻市和渕和渕町地先

東松島市根古廻地先

松島町幡谷岩下地先

大郷大橋付近

石巻市和渕和渕町地先

涌谷上谷地橋付近

美里町牛飼公園付近

大崎市古川福沼地先

記念碑および説明板が設置された箇所

新登米大橋付近

完成式で披露された記念碑には、
各市町長より揮毫していただいた「竣工」
「復興」「復旧」の文字が刻まれており、
また災害復旧事業説明板には、北上川・
鳴瀬川水系の内陸部で発生した河川
堤防の被害状況や、復旧工事の内容が
記載されています。

この記念碑・説明板は、堤防の復旧
工事により、安心・安全な暮らしができる
環境整備が整った事を地域にお住まい
の皆様にお知らせするとともに、東日本
大震災の記憶を風化させない事を目的
として、
石巻市、登米市、東松島市、大崎市、
松島町、大郷町、涌谷町、美里町の
４市４町の河川堤防に１箇所ずつ設置
されました。



１０４

北上運河を遡上する津波で押し開かれた閘門ゲート（Ｈ23.3.11 16:09頃）

閘頭部
旧北上川 →

津波の流向

北上運河
閘尾部

津波の流向

重要文化財「石井閘門」補修 ～震災前の姿へ～

北上川（現在の旧北上川）と北北上運河とを接続する石井閘門は、明治期の東北地方の
産業振興と富国強兵のため政府によって実施された野蒜築港事業の中で施工され、明治13年に
竣工した日本初の西洋式近代閘門で、現在も稼働する閘門としては国内で最古の施設です。

明治期から大正期にかけて全国に建造された近代閘門の規範を示す施設として土木技術上
価値が高いとされ、平成14年に国の重要文化財に指定されています。

平成23年3月11日、東北地方太平洋
沖地震とその津波により、ゲートの
開閉機破損、煉瓦・石積みの欠損等
の被害を受けました。

併せて、完成から130年余りが経過
し、躯体及び基礎等の損傷・劣化、
構造物としての安定性と機能確保が
懸念され、早急な復旧が求められる
ことから、文化財の専門家らによる
補修のための委員会を設立、各種
現地調査（素掘り調査、３Ｄレー
ザー測量、地質調査等）を実施
しました。

位置図
（Ｈ17.4）

３Ｄﾚｰｻﾞｰ測量成果の活用例②
※水抜き状態の全体像を把握しやすくするため立体化

閘尾部

３Ｄﾚｰｻﾞｰ測量成果の活用事例①（煉瓦積み壁面凹凸情報）
※測量成果はモニタリング（次期補修の変状把握等）に活用予定

閘室内

（水抜き状態）

全 景

（水抜き状態）

※壁面凹凸情報を着色した

コンター図でわかりやすく表示

閘頭部左岸の

石段付近



１０５

重要文化財「石井閘門」補修 ～震災前の姿へ～

平成２４年８月に学識者による
委員会を設立し、補修方法などに
ついて意見を伺いました。

工事の補修方針「震災前の姿
に戻す」を決定、意匠部分（石工、
煉瓦工）を主に補修し、５回の委員
会を終了しました。

◆補修状況

煉瓦補修状況笠石設置状況

◆補修過程での発見、工夫

笠石の下のズレ止め鉄筋 笠石の下の木製キャンバー 新しい石材に「2013」を刻印

◆重要文化財「石井閘門」
保全対策検討委員会

健全な部分を守りながら補修。

石材や煉瓦を極力補修して再利用。新材の使用は最小限。

明治期施工の痕跡と思われる事象を次々に発見。

マーク（刻印等）をつけて、新材と明治期の材料との差別化を図る。

煉瓦再生状況

【検討委員会メンバー】
木村 勉 （委員長・長岡造形大学教授）
長谷川直司 （建築研究所グループ長）
永井 康雄 （山形大学教授）
風間 聡 （東北大学教授）
後藤 光亀 （東北大学准教授）
河井 正 （東北大学准教授）
知野 泰明 （日本大学准教授）
阿部 貴弘 （日本大学准教授）
邊見 清二 （石巻千石船の会会長）

※文化庁、宮城県教育庁、石巻市教育委員会、
宮城県土木事務所、下流河川事務所
オブザーバとして参加。

◆重要文化財「石井閘門」の
補修経験を今後に生かす

工事は検討委員会メンバー
の ア ド バ イ ス を 得 な が ら 、
且つ情報共有を図りながら
進められ、その過程で補修
方法を検討し、対応されて
きた。こうした工事の進め方
については、専門家からも
一定の評価を得ています。

◆補修完成見学会を開催

通船のデモンストレーション

◆補修完成後の重要文化財石井閘門

（H26.3.6） （H26.2.4） （H26.2.6）

（H25.11.28） （H26.1.15） （H26.1.31）

（H26.10.22）（H26.4.19）

（H26.3.28）

補修完成後

凡例

： 補修範囲

風合いをあわせた補修







〒986-0861 石巻市蛇田字新下沼８０番地
TEL. 0225-95-0194（代）

http://www.thr.mlit.go.jp/karyuu
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